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　  ご使用の前に 
この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
特に　  ～　   ページの「安全上のご注意」は、必ずお読みいただき安全にお使いください。 
そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。 
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警告

安全上のご注意 －はじめにお読みください－

●絵表示の説明

・内部に水や異物が入ってし
まったとき
・落としたり、破損したとき
・電源コードが傷んだとき（芯
線の露出や断線など）

万一、次のような異常が発生したとき
はすぐ使用をやめる。
・煙が出ている、へんなにおいがするとき

すぐに電源を「切」にし、必ず電源プラグをコンセント
から抜く。異常が発生したまま使用していると、火災
や感電の原因となります。煙が出なくなるのを確認し
てから販売店に修理を依頼してください。お客様によ
る修理は危険ですから絶対におやめください。

分解や改造をしない。
カバーを外さない。
火災や感電の原因となります。
内部の点検や修理は、お買い上
げの販売店にご依頼ください。

風呂場やシャワー室では
使用しない。
本機の中に水が入ると、火災や
感電の原因となります。

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。
これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための
表示です。絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。

・この表示の注意文を無視して、誤った取扱い
をすると、「死亡または重傷を負う可能性が想
定される」内容を示しています。

警告
・この表示の注意文を無視して、誤った取扱い
をすると、「傷害を負ったり物的損害が想定さ
れる」内容を示しています。

注意

分解禁止

水場での使用禁止

注意をうながす記号

一般的注意 感電 

行為を禁止する記号

禁止 分解禁止 水ぬれ禁止 

行為を指示する記号

一般的指示 電源プラグを抜く 

電源プラグを抜く

電源プラグを抜く

絵表示について
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安全上のご注意（つづき）　ーはじめにお読みくださいー

警告
本機の中に物を入れない。
通風孔やディスク挿入口な
どから、金属物や燃えやす
いものが入ると、火災や感
電の原因となります。特に
小さいお子様のいるご家庭
では注意してください。

電源コードを傷つけない。
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま
す。特に、次のことに注意してください。

・電源コードを加工しない
・電源コードを無理に曲げない
・電源コードをねじらない
・電源コードを引っ張らない
・電源コードを熱器具に近づけ
ない
・電源コードの上に家具などの
重い物をのせない

電源プラグは根元まで確実に差し込む。
差し込みが不完全ですと、発
熱したりほこりが付着して火
災や感電の原因となります。
また、たこ足配線も、コード
が熱を持ち危険ですのでしな
いでください。

電源プラグは定期的に清掃する。
電源プラグとコンセント
の間に、ゴミやほこりが
たまって湿気を吸うと、
絶縁低下を起こして、火
災の原因となります。定
期的に電源プラグをコン
セントから抜き、ゴミや
ほこりを乾いた布で取り
除いてください。

本機の上に水の入った容器を置かない。
花びん、植木鉢、コップ、
化粧品、薬品など水の入っ
た容器を置かないでくださ
い。こぼれたり、中に水が
入った場合は、火災や感電
の原因となります。

雷が鳴り出したら、アンテナ線や電源
プラグに触れない。
感電の原因となります。

表示された電源電圧（交流１００ボルト）
で使用する。
表示された電源電圧以外では、
火災・感電の原因となります。
本機を使用できるのは日本国内
のみです。

This set is designed for use in
Japan only and can not be
used in any other country.

本機の包装に使用しているポリ袋は、
小さなお子様の手の届くところに置か
ない。
頭からかぶると窒息の

原因となります。

接触禁止

AC200V
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に
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に

電源プラグは、
コードの部分を持って抜かない。
電源コードを引っ張ると、
コードに傷がつき、火災や
感電の原因となることがあ
ります。電源プラグを持っ
て抜いてください。

ぬれた手で電源プラグを
抜き差ししない。
感電の原因となることがあり
ます。

通風孔をふさいだり、
風通しの悪い場所で使用しない。
本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさ
ぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあり
ます。特に次のことに注意してください。

・あお向けや横倒し、逆さまに
しない
・本箱、押し入れなど風通しの
悪い狭い所に押し込まない
・テーブルクロスを掛けない
・本や雑誌などをのせない
・じゅうたんや布団の上に置か
ない
・設置するときは、壁などから
　10cm以上離す
・本体側面の冷却用の通気孔を
ふさがない
（1cm以上空ける）

置き場所に注意する。
次のような所に置くと、火災や感電の原因となること
があります。

・調理台や加湿器のそばな
ど、油煙や湯気が当たる
所

・湿気やほこりの多い所
・熱器具の近くなど高温に
なる所

・窓ぎわなど水滴の発生し
やすい所

本機の上に重い物を置かない。
テレビなどの重い物や本機
からはみ出るような大きな
物を置くと、バランスがく
ずれて倒れたり、落ちたり
して、けがの原因となるこ
とがあります。

長期間使用しないときは、
電源プラグを抜く。
電源が「切」でも本機には、
わずかな電流が流れていま
す。安全および節電のた
め、電源プラグを抜いてく
ださい。

ぬれ手禁止

電源プラグを抜く

注意
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注意
お手入れをするときは、
電源プラグを抜く。
電源が「切」でも本機には、わず
かな電流が流れています。電源
プラグがコンセントに接続され
ていると、感電の原因となるこ
とがあります。

移動するときは、接続コード類や
電源プラグを抜く。
接続したまま移動すると、コー
ドが傷つき、火災や感電の原因
となることがあります。

ヘッドホンを使用するときは、
音量を上げすぎない。
耳を刺激するような大きな
音量で長時間続けて聞く
と、聴力に悪い影響を受け
ることがあります。

ディスク挿入口に、手を入れない。
トップカバーの開閉時に手
を挟まれ、けがの原因にな
ることがあります。特に小
さなお子様のいるご家庭で
はご注意ください。

3年に一度は内部の清掃を
販売店に依頼する。
内部にほこりがたまったま
ま使用すると、火災の原因
となることがあります。特
に、湿気の多くなる梅雨期
の前に行なうと、より効果
的です。

電池の取り扱いに注意する。
電池の取り扱いを誤ると、電池が破裂したり、液もれ
して、火災・けがや周囲を汚す原因となることがあり
ます。次のことに注意してください。

・指定以外の電池を使用しない
・電池のプラス（＋）とマイナス
（－）を間違えない
・電池のプラス（＋）とマイナス
（－）をショートさせない
・電池を加熱しない
・分解しない
・火や水の中に入れない
・新しい電池と一度使用した電池を混ぜて使用しない
・種類の違う電池と混ぜて使用しない
・乾電池は充電しない
・長期間使わないときは、電池を取り出しておく

もし、電池が液もれをしてしまったときは、電池ケー
スについた液をよく拭きとってください。万一、もれ
た液体が身体についたときは、水でよく洗い流してく
ださい。

手を挟まれないよう注意
電源プラグを抜く

電源プラグを抜く

安全上のご注意（つづき）　ーはじめにお読みくださいー

はじめから音量を上げすぎない。
突然大きな音が出て、スピー
カーを破損したり、聴力障害の
原因となることがあります。
電源を切る前に音量（ボリュー
ム）を下げておき、電源が入っ
てから徐々に上げてください。
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使用上のご注意
本機やMD、CDの置き場所について

● 故障などを防止するため次の場所は避けてください。
本機の使用環境温度は、5℃～35℃です。この温度の範囲
外で使用すると、正しく動作しなかったり故障の原因とな
ります。

ヘッドホンについて

●ヘッドホンをご使用になるときは耳を刺激しないよう、適
度な音量でお楽しみください。

ステレオで音楽をお楽しみになるときは、隣近所に迷惑
がかからないような音量でお聞きください。
特に、夜は小さな音でも周囲によく通るものです。窓を
しめたり、ヘッドホンをご使用になるなどお互いに心を
配り、快い生活環境を守りましょう。
このマークは音のエチケットのシンボルマークです。

ステレオを聞くときのエチケット

電源について

本機はリモコンやタイマー機能を働かせるため、電
源ボタンを押して電源を切っても表示窓の時刻表示
やコンピューターのメモリー用に電気を消費してい
ます。

露がついたら

次のような場合、本機のレンズに露（水滴）が付いてCDや
MDが正しく演奏（録音）できない場合があります。

●暖房を始めた直後
●湯気や湿気の多いところに置いてあるとき
●冷えた所から急に暖かい部屋に移動したとき

電源を入れたまま、約1～2時間待ってからお使いください。

主な特長
●3CD+MDコンビネーションデッキ
・

テキスト

CD-TEXT対応
・CD-TEXT文字（トラックタイトル）をMDに同時コピー
・CDのディスクタイトル、アーティスト名の入力可能

●長時間録音できるMDLP（ロングプレイ）モード
搭載
・MD80で320分のステレオ長時間録音（LP4のとき）

●光デジタル/ライン/マイクの豊富な入出力

●3つのデジタルソースに対応するサンプリング
レートコンバーター搭載
・32kHz/44.1kHz/48kHz

●録音信号CD+ライン、CD+マイク、ライン+マイ
クのミキシング録音が可能
・録音信号ソースは、アナログ3系統
　（CD、ライン、マイク）

●3CD+MDのミックスプログラム演奏
・16曲ずつ3プログラムまで予約可能

●ワンタッチ、ベストヒット、リスニングエディッ
トの3モードCDシンクロ録音

●タイマー機能
・

デイリー ワンス

タイマー再生／タイマー録音（DAILY、ONCE）

●タイトル入力リモコン付属
・カナ、アルファベット、数字、記号のダイレクト入力可能

●CD演奏時にピッチコントロール可能（±12%）

●ホットスタート機能
・AC電源ONでセットの電源もON

●RS-232C端子／メイク接点端子付

・湿気やほこりの多い所

・寒い所から急に暖かい部屋へ
移動したのちしばらくの間

・磁気を発生する所
・不安定な所
・OA機器やけい光灯のすぐそば

・極端に寒い所・アンプやテレビのすぐそば
・不安定な所

・直射日光が当たる所や暖房器のそば
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接続のしかた　－すべての接続が終わるまでは電源を入れないでください。－

● 本機のライン（アナログ）端子とステレオアンプのMD端子（またはTAPE端子）を、付属のピンコードでつなぎます。

アナログ接続

〈お知らせ〉
● 付属のピンコードは白色のプラグを左-Lチャンネルに、赤色
のプラグを右-Rチャンネルに揃えておきますと、接続ミスが
防げます。

● プラグはしっかり差し込んでください。不完全な接続は雑音
の原因になります。

● メーク接点を使用したコントロールとRS-232C端子を使用
したコントロールは、同時に行わないでください。誤動作の
原因となることがあります。誤動作を防ぐため、RS-232C使
用時にはメーク接点への配線を、メーク接点使用時にはRS-
232Cケーブルを外しておいてください。

● メイク接点端子の接続のしかたや使いかたは、別冊の「取付
説明書」をご覧ください。

● RS-232C端子の詳しい使いかたは、お買い上げの販売店に
ご相談ください。

● モードスイッチは、コンピュリンク用のリモートワイヤーを
接続したときステレオアンプのソースを指定します。つまり
モードスイッチを「MD」側にすると、ステレオアンプは本機
をMDデッキとして、「TD」側にするとテープデッキとして扱
います。したがってモードスイッチの設定とステレオアンプ
の入力端子は、同じにしてください。なお、モードスイッチの
切換えは、電源コードをコンセントにつなぐ前に行なってく
ださい。

モードスイッチ 出力レベルボリューム 
・ライン再生の出力レベルが 
　0V～2Vの範囲で調節できます。 

L

R

MD

 REC PLAY

● コンピュリンク機能について詳しくは 
　　  ページをご覧ください。 

● モードスイッチの切換え 

例：MD端子があるステレオアンプのとき 

・MD端子のあるステレオアンプと 
　接続するとき 

・TAPE端子のあるステレオアンプ 
　と接続するとき 
　（MD端子がステレオアンプにないとき） 

47

MD-CDコンビネーションデッキ  XU-D400MK2

電源コード 

ステレオアンプ部 

当社のCDプレーヤーまたは 
カセットデッキなど 

録音信号（ライン入力） 

付属のピンコード 

再生信号 

付属のリモートワイヤー 

別売りの 
接続コード（CN-120A） 
（シンクロ録音するとき接続します） 

モード 
MD TD

モード 
MD TD

COMPU   LINK-3
SYNCHRO

COMPU   LINK-3
SYNCHRO

RS-232C端子 
・パソコンのRS-232C端子と接続して、
制御プログラムを動作させることにより、
パソコンから本機をコントロールした
りディスクに入っている文字情報など
をパソコンに取り込むことができます。 
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デジタル接続 ーあらかじめ光デジタルケーブルが接続できるか確認してください。ー

● 本機のオプチカル（デジタル）端子とステレオアンプおよび
ソース機器を光デジタルケーブルでつなぎます。

● デジタル信号は1本の接続コードでステレオ信号（L/R）が伝
送されます。

● オプチカル（デジタル）端子の接続のしかた

録音（入力） 

再生（出力） 
プログラム１ 

ライン（アナログ） 

再生スタート入力 入力 

出力 オプチカル（デジタル） 

コンピュリンク-3 
シンクロ 

モード 

VICTOR  COMPANY  OF  JAPAN , LIMITED   MADE  IN  JAPAN

MD TD

録音 再生 

左ーL

（入力） 

右ーR

左ーL

（出力） 
出力 
レベル 

右ーR

小 大 

プログラム2

再生中 録音中 

プログラム3 ノーマル 

連動ストップ アース 

連動ストップ アース 無効 
操作ボタン 

電源待機 RS-232C

CS/BSチューナーなど 

OPTICAL端子付きの 
ステレオアンプ 

別売りの光デジタルケーブル 
（XN-110SAなど） 

別売りの光デジタル 
ケーブル 

（XN-110SAなど） 

OPTICAL端子へ 
（OUT） 

OPTICAL端子へ 
（IN） 

入
力
信
号 

出
力
信
号 

MD-CDコンビネーションデッキ  XU-D400MK2

1 保護用キャップを外す

2 光デジタルケーブルの先端が汚れて
いないか確認し、しっかり差し込む

・使用しないときは、もう一
度保護用キャップをはめて
おいてください。

・光デジタルケーブルは折り
曲げないでください。

〈お知らせ〉
● デジタル接続で当社の
製品とコンピュリンク
機能を使用するとき
は、その製品と本機の
アース側同士をピン
コードなどでつないで
おいてください。

〈お知らせ〉
● ピッチコントロールがONのときは、オプチカル再生（出力）
の出力信号は出力されません。クリアーボタンを押して標準
スピードに戻してお使いください。

● すべての接続が終わったら…
電源コードを家庭用コンセント（AC100V、50Hz/
60Hz）に接続します。自動的に電源が入ります。
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各部の名前　－  内の数字のページに説明があります。－

CD部・共通部

■ CDの演奏状態の表示について

16曲番号表示 16

26

16

1945

20 19

演奏時間表示 

電源ボタンとスタンバイランプ 

タイマー／時刻合わせボタン 

電源の「入（オン）　  切（スタンバイ）」ができます。 
 

CD１～CD３ボタンとランプ、　 取出しボタン 
CDを聞くとき使います。押したボタンのランプが点灯します。 

ベストヒットボタンとランプ 

CD録音ボタンとランプ 

リスニングエディットとスキップボタン 

コントロールボタン 

表示窓 

CDボタンとランプ 

セットボタン 

内蔵の時計を合わせたりタイマー予約をするとき 
使います。 

リモコン受光部 
リモコンの信号を 
ここで受信します。 

CDを操作するときは「CD」に、MDを 
操作するときは「MD」にモードを切換 
えてから使います。 

ヘッドホン端子 
市販のヘッドホン 
をつなぎます。 

CDトレイ（下から順にCD1、2、3） 
ここを開けてCDを入れます。 

15

20 45

4443

4443

20

16

20

31

30

32

20

17 20

16

15

43 44
　取出しボタンを押すと、CDトレイの出し入れができます。 

訂正ボタン 

タイトルボタン 

ディスプレイ 
／キャラクターボタン ジョグダイヤル 

■ （停止） ： 演奏の停止 
 録音の停止 

17

、 　　：早送り／早戻し 18

17
：演奏開始／一時停止 ／ ■　■　  

20 24

23

30

23

17一時停止中の表示 

16演奏中の表示 16
モード表示と 
CD番号表示 

CDの番号と演奏 
状態の表示 
 タイマーモード 

表示 
ランダム演奏の 
モード表示 

リピート演奏のモード表示 

レベルメーター 

タイマー表示 
タイトル内容の 
表示 

演奏中は順番に点灯して回転
を表します。 

TEXTはCDテキスト対応の
CDを入れると表示されます。 

ミュージック 
カレンダー 

MIXプログラム 
モードの表示 

曲数を表します。演奏が
終わると消えます。 

16
テキスト 

CDピッチコントロール 
 ボタンとランプ 
CDの演奏スピードを±12%の 
範囲で変えることができます。 

17

CDを操作するときや表示
窓の表示をCDの内容に
するとき使います。押すと
本機のモードが「CD」に
なり、ランプが点灯します。 

TITLEDISC
PERFORMER  GENRE

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

CD

DAILY
ONCE

1 2 3
MIX PROGRAM

RANDOM
REPEAT
ALL1 

2619
プレイモードボタン 

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

一時停止にすると 
点滅します。 

ここが点灯しているCDトレイのCDが 
演奏できます。 

・CDが入っていないことを検出し、 
　「NO DISC」が表示されると消えます。 
　それまで表示され続けます。 
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お
使
い
に
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る
前
に

MD部

＊

テ ー ブ ル  オ ブ 　 コ ン テ ン ツ

TOC：Table Of Contentsの略。
「目次」に相当します。曲が記録されている位置や区切り、
曲順（曲番）などが記録されています。

録音ソースセレクトボタンとランプ 

デジタル ： オプチカル録音端子に接続した機器の音を録音 

CD ： CD１～CD３の録音 

ライン ： ライン 録音端子に接続した機器の音を録音 

マイク ： マイク入力の音を録音 
（CD、ライン、マイクはミキシング録音ができます） 

セットボタン 

録音レベルつまみとランプ 

マイク端子 
市販のマイクを 
つなぎます。 

表示窓の表示内容を 
変えたり文字入力の 
モードを変えること 
ができます。 MDの録音・再生モードに 

よって点灯します。 

録音時間モードランプ 

ディスプレイ／ 
キャラクターボタン 

プレイモードボタン 

（MD取出し）ボタン 

訂正ボタン 

ミキシングバランスつまみとランプ 

MD録音コントロールボタンとランプ 

MD挿入口 

編集ボタン 

タイトルボタン ジョグダイヤル 

22曲番号表示 22

25

22

29

29

29
30

29

29

25

演奏時間表示 

23一時停止中の表示 22演奏中の表示 

40

タイトル内容の 
表示 

22MD表示 
22モード表示 

ランダム演奏表示 

リピート演奏表示 

35編集モード表示 

DIGITAL入力表示 

レベルメーター 

REC表示 

TOC*表示 

ミュージック 
カレンダー 
曲数を表します。演奏が
終わると消えます。 

29

29

22 29

22

35

40 24

23 30 40

25

35

26 35 40

22

33

29

35

33

デジタル信号が録音可能なとき
表示されます。 

OVER表示 
録音入力信号が
大きすぎると表
示されます。 トック 

オーバー 
デジタル 

表示窓 

DIGITAL

TITLEDISC TRACK

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

OVER

CD

MD
TOC REC

MD EDIT
1 2 3

MIX PROGRAM
DIVIDE
JOIN
MOVE

ALL ERASE

RANDOM
REPEAT
ALL1 

MDボタンとランプ 
MDを操作するときや表示
窓の表示をMDの内容にす
るとき使います。押すと
本機のモードが「MD」に
なり、ランプが点灯します。 

録音ポーズ ： 録音ポーズにするとき使います。 
/録音時間切換  このあと押すごとに録音時間モード 
  を選ぶことができます。 

録音スタート ： 録音をスタートするとき使います。 

録音ストップ ： 録音ポーズや録音を停止するとき 
  使います。 

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD
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リモコンの使いかた －  内

1 フタをあける

乾電池の入れかた

2 乾電池（単3形2本）を
入れる

3 フタをしめる

・リモコン内部の
極性表示に合わ
せて入れます。

リモコンの操作

● 本体のリモコン受光部に正しく向けてボタンを押して
ください。

● 操作可能な距離は、リモコン受光部より約7mですが、
斜めから操作すると短くなります。

● 動作しないことを避けるため、次のような状態で使用
しないでください。
・リモコン受光部に直射日光などの強い光が当たって
いるとき

・リモコン受光部の前にリモコンの信号を妨げる物が
あるとき

リモコンの正しい使いかた通常操作部を使うとき 
XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD
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－  内の数字のページに説明があります。－

各ボタンの名前（通常操作部）

〈お知らせ〉
● リモコン操作できる距離が短くなってきたときは、電池が消
耗してきています。
2本とも新しい電池（単3形アルカリ乾電池など）に交換して
ください。

● 付属の乾電池は動作確認用です。早めに新しい乾電池と交換
してください。

● 乾電池のプラス ＋ とマイナス － の向きを表示通り正しく
入れてください。

● リモコンを落としたり、強い衝撃を与えないでください。

説明のないボタンは、本体の各ボタンと同じ働きをします。

CDボタン 

CD録音スタートボタン 

電源ボタン 

CD1～CD3 ボタン 

MDボタン 

ベストヒットボタン 

リスニングエディットと 
スキップボタン 

録音ソースセレクトボタン 

録音ポーズボタン 

録音スタートボタン 

録音ストップボタン 

数字ボタン（　   ～　   、　  ） 

、　 ボタン 

（演奏）ボタン 
CDやMDの演奏を始めることができます。 
一時停止にすることはできません。 

トラックマーキングボタン 
録音中にトラックマークをつけるときの 

「AUTO 　  MANUAL」のモードが選べます。 

表示窓の表示を変えることができます。 

ディスプレイボタン 

CDやMDをランダムに演奏するとき 
使います。 

ランダムボタン 

CDやMDをくり返して聞くとき使います。 

リピートボタン 

■（停止）ボタン 

CDやMDの頭出しができます。 

CDピッチコントロールボタン 

、　  ボタン 

オート マニュアル 

CDやMDのダイレクト演奏ができます。 
MDの編集操作のときも使います。 

18

ノーマルボタン 
MIXプログラム演奏のモードやランダム演奏の 
モードを解除することができます。 

19

17

18

15

24

24

15 18

15

19 25

19 25

17

28

18 24

1915 25

15

録音ポーズにするとき使います。 
ただし、録音時間モードを選ぶこと
はできません。 

23 30

25 26
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メモ
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●電源「入（オン）」にするには

電源の入／切は

●   　　　ボタン〔リモコンは　 （演奏）ボタン〕を押すと、電
源が入り選ばれていたモードになります。CDまたはMDが
入っていると演奏がスタートします。

● CDトレイを出し入れしたときは、電源が入りますが本機
のモードは切換わりません。またMDが入っているとき  　
（MD取出し）ボタンを押すと、MDが出てきたあと電源が
「切（スタンバイ）」になります。

● イチ押しボタンを使って電源「入（オン）」にするには
電源「切（スタンバイ）」のとき、下図のボタンを押すだけ
で電源が入り、本機のモードも切換わります。

● 表示窓に現在選ばれている本機のモー
ドが表示されます（お買い上げ時は
「MD」）。

本　体 リモコン

● 電源「切（スタンバイ）」にするには

本　体 リモコン

電源の入／切について

● 表示窓は時刻表示になります。
時計を合わせていないときは、点滅
します。

電源「切（スタンバイ）」は、電源ボタン
以外ではできません。

電源ボタン 

CD1～CD3ボタン 

MDボタン 

MDボタン ボタン 電源ボタン 

CDボタン CD1～CD3ボタン 

CDボタン 

（演奏）ボタン 

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

／ ■　■　  

ランプ消灯 

電源 

スタンバイ 

オン/スタンバイ 

ランプ点灯 

電源 

スタンバイ 

オン/スタンバイ 

本機のモード 動　作 

CDが入っているとき押
すと、押したボタンの
CDトレイから連続演奏
になります。 
CD1～CD3のいずれか
のランプが点灯になりま
す。 

本　体 

リモコン 

「CD」 

本機のモードが「CD」
になります。 
CDランプが点灯になり
ます。 

本　体 

リモコン 

「CD」 

MD

CD

CD

本機のモードが「MD」
になります。 
MDランプが点灯になり
ます。 

本　体 

リモコン 

「MD」 
MD

ランダム演奏、 
MIXプログラム 
演奏のモードの
ときを除く 

〈お知らせ〉
● 本機は、電源コードを家庭用コンセントに接続すると、自動
で電源が「入（オン）」になります。

／ ■　■　  



16

CDを聞く　－番号順に操作します。－

連続演奏（CD1～CD3を一通り演奏する）

●例：CD1から演奏するとき

● CD1～CD3の演奏が終わると自動停止します。

1・2 3
XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

・1と 2を参考にしてCD2の 　ボタンとCD3の 　ボ
タンを押して、CD2とCD3にCDを入れます。

・電源が入り、CD1のトレ
イが出てきます。

・本機のモードが「CD」になり、CD1
の曲番号1から演奏されます。

・演奏が終わった曲番号はミュージックカレンダーから消
えます。

1 CD1の　を押してCDトレイを出す

2 CDを入れ、 　ボタンを押してCD
トレイをしめる

3 CD1を押す a 演奏スタート

取出し 

・8センチCDは、 
　中央の凹部に 
　置きます。 

文字のある面を 
上に 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

CD

CD番号 

ミュージック 
カレンダー 

演奏経過時間 

＜お知らせ＞
● 手順2 の操作でCDトレイが出ているときCD1ボタンを先に
押すと、CDトレイがしまり1曲目から演奏がスタートします。

● CDが入っていないとき:/JボタンまたはCD1～CD3のボ
タンを押すと、「CD NO DISC」が表示されます。

● CDトレイをしめたとき、表示窓が「－－：－－」表示中は 　ボ
タンを受け付けません。演奏時間が表示されてから　 ボタン
を押してください。

CDテキスト対応のCDを入れると 
表示されます。 

演奏中は順番に点灯し、
一時停止中は点滅しま
す。CDが入っていない
とき「CD NO DISC」が
表示されると消えます。 

これが点灯している
トレイのCDが演奏
になります。 
ボタンのランプも 
点灯になります 

演奏/一時停止 CD

・モードを「CD」に 
　してから… 

押す。　が表示されて
いるトレイのCDから
演奏がスタートします。 

ランプ点灯 

● すでにCDが入っているときは…
直接CD1～CD3のいずれかのボタンを押してください。
押したボタンの番号のCDから連続演奏がスタートします。
電源「切（スタンバイ）」のとき押すと、電源が入り連続演
奏がスタートします。

● CD2から演奏すると…
CD2 a CD3 a CD1の順に演奏し、自動停止します。

● CD3から演奏すると…
CD3 a CD1 a CD2の順に演奏し、自動停止します。

なお途中にCDの入っていないトレイがあるときは、次のト
レイに移ります。

● :/Jボタンを使って演奏するには

● CDの番号と演奏状態の表示について

CDトレイごとにCDの有無や演奏状態が分かります。
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CDピッチコントロールについて

本  体 リモコン 

標準スピードに戻すときは、クリアーボタン（リモコンは
OFFボタン）を押します。 
（CD SPEED ±0%が表示されます） 

● 音程を上げるときは… 

または ・押すごとに1%ずつ 
　上がります。 

ランプ点灯 

● 音程を下げるときは… 

または ・押すごとに1%ずつ 
　下がります。 

ランプ点灯 

CDの演奏スピードを±12%の範囲で変えることができます。
新曲を覚えるときなどに便利です。

CDテキストについて

〈お知らせ〉
● CDのワンタッチ録音、ベストヒット録音、リスニングエ
ディット録音の場合、ピッチコントロールをONにしていて
も解除され標準スピードで録音されます。

● オプチカル再生（出力）の出力信号は、ピッチコントロールが
ONのときは出力されません。

「CDテキスト」は、今までの音楽CDにア
ルバムタイトルや曲名、アーティスト名
などの文字情報を追加した、音楽CDの新
しい機能です。
本機は英数字で「CDテキスト」データを
表示します。またMDに録音すると、「CD
テキスト」データのうちトラックタイト
ルも一緒に記録します。

● CDテキストの情報を見るには
停止状態または演奏中にディスプレイ/キャラクターボタン
（リモコンはディスプレイボタン）を押します。

/キャラクター 
ディスプレイ 

本  体 

・押すごとに選べます。 
　13字を超える情報は 
　スクロール表示されます。 

リモコン 

ディスク名または 
トラック名 
  DISC TITLEまたは 
  TRACK TITLE

曲番号と演奏時間 

アーチスト名 
（PERFORMER） 

ジャンル 
（GENRE） 

SONGWRITER 
（作詞家） 

ソ ン グ ラ イ タ ー  

COMPOSER 
（作曲家） 

コ ン ポ ー ザ ー  

ARRANGER 
（編曲家） 

ア レ ン ジ ャ ー  

MESSAGE 
（メッセージ） 

メ ッ セ ー ジ  

〈お知らせ〉
● CDテキストのデータが記録されていない項目は、「NO
DATA」が表示されます。

演奏を停止するには

● 途中で停止するには
停止 

演奏/一時停止 

● 一時停止するには

・曲数と演奏時間が表示
されます。
全部の曲を演奏したと
きは、自動停止します。

・演奏状態の表示と Jが
点滅します。もう一度押
すと、停止したところか
ら演奏を再開します。
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2 聞きたい曲に合わせ
て数字ボタンを押す

ＣＤを聞く（つづき） ー番号順に操作します。ー

聞きたい曲から演奏（ダイレクト演奏）

リモコンの数字ボタンを押すと、聞きたい曲から演奏するこ
とができます。

1 CD1～CD3ボタン
のいずれかを押す

12

● 1～10曲目のときは･･･ 

 　　　　 　　　 までの 
希望するボタンを押す。 

● 11曲目以上のときは･･･ 
 　　 　のボタンのあと 

 　　 　　　の　 ボタンを 

押す。 

 例：15曲目 
 　　　　　　　  と押す。 

 例：20曲目 
 　　　　　　　  と押す。 

 例：25曲目 

 
 　　　　　　　　　と押す。 

 

押した曲番号が表示窓に表示
され、ダイレクト演奏がスター
トします。 

～ 

～ 

 

● 演奏中も別の曲に変更できます。
聞きたい曲の数字ボタンを押してください。
押した曲番号に表示が変わり、曲の頭から演奏がスタートし
ます。

〈お知らせ〉
● ボタンだけではダイレクト演奏はできません。必ず

～ のボタンと併用してください。また、MIX PRO-
GRAM1～3やRAMDOMが表示されているときも、ダイレ
クト演奏はできません。リモコンのノーマルボタンを押して
取り消しておいてください。

● 背面のメーク接点で「操作ボタン無効」に設定してあるとき、
本機前面の操作ボタンやリモコンの操作ボタンを押すと
「LOCKED」が3秒間表示されます。

曲の早送り・早戻し（サーチ）

・演奏中に押し続けると、早送り・早戻しができます。
早送り・早戻し中も音が出ますので、聞きたい所で指を離し
ます。 ボタンを押し続けると、次の曲（CD）に移ります。

サーチ 

早戻し 早送り 早戻し 早送り 

本  体 リモコン 

曲の頭出し（スキップ）

前の曲の 
頭出し 

次の曲の 
頭出し 前の曲の 

頭出し 
次の曲の 
頭出し 

演奏中に押すと 
その曲の頭出し 

本  体 リモコン 

・本体の場合、ジョグダイヤルを回すごとに前後の曲の頭出し
ができます。リモコンのときは または ボタンを「ポ
ン」と押します。演奏中にジョグダイヤルを 方向に回す
か、またはリモコンの ボタンをくり返し押すと、次のCD
に移ります。

● 他の人が、CDの出し入れをできないようにCDトレイ
をロックできます。電源「切（スタンバイ）」のとき■（停
止）ボタンを押しながらCD1の 　ボタンを同時に押し
ます。

チャイルドロックについて

停止 

表示窓に「LOCKED」
が3秒間表示され、CD
の出し入れができなく
なります。解除すると
きは、もう一度同じ操
作をしてください。 
「UNLOCKED」が3
秒間表示されます。 

・電源「切（スタンバイ）」のとき 
　同時に押します。 

取出し 

● チャイルドロック中にCD1～CD3のいずれかの 　
ボタンを押すと「LOCKED」が3秒間表示されます。

・聞きたいCD 
　のボタンを 
　押します。 

演奏時間が 
表示されたら 
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リピート演奏（リモコンを使います）

・本機のモードが「CD」のとき、リモコンの
リピートボタンを押すと、リピート演奏の
モードが選べます。押すごとに表示窓に表
示されます。

CD1～CD3ボタンまたは　ボタン（本体は　 　　ボタン）を
押すと、選んだリピート演奏のモードでくり返し演奏されます。

ランダム演奏

・本機のモードが「CD」のとき、本体のプレイモードボタン
またはリモコンのランダムボタンを押すと、無作為な順番
で演奏するモードにすることができます。

　　    ボタン（リモコンは　ボタン）を押すと、ランダム演
奏がスタートします。

● ランダム演奏のモードを解除するには
停止状態のとき本体のプレイモードボタンを押すと、
「RANDOM」表示が表示窓から消えて解除されノーマル演奏
になります。
リモコンの場合は、ノーマルボタンを
押すと解除することができます。

REPEAT ALL ： 全トレイのCDの 
  全曲リピート 

REPEAT 1 ：CDの1曲リピート 

リピート演奏の 
モード解除 

［リピート表示が消える］ 

表示されます 

プレイモード 

通常の表示 
（ノーマル演奏） 

：MIXプログラム 
　演奏のモード 

この表示を選ぶ 

：ランダム演奏の 
　モード 

・停止状態のとき 
　押す 

本  体 

ノーマル 
ボタン 

リピート 
ボタン 

ランダム 
ボタン ・停止状態のとき 

　押す 

リモコン 

〈お知らせ〉
● リピート演奏のモードやランダム演奏のモードは、本機の
モード（「CD」または「MD」）に関係なく選べます。また本機の
モードを変えても残ります。使い終わったらリピート演奏の
モードやランダム演奏のモードを解除しておきましょう。

／ ■　■　  

／ ■　■　  



20

5 ジョグダイヤルaセットボタンで名
前を入力する（最大32文字まで）

3 ジョグダイヤルで項目を選びセット
ボタンを押す

ＣＤを聞く（つづき） ー番号順に操作します。ー

CDに名前をつける－CDテキスト対応以外のCDにタイトル名やアーティスト名が最大32文字でつけられます。－

1 43-1・5-1

3-2・5-2

2・6
XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

1 名前をつけるCDを選ぶ

・CDの演奏中または停止状態の
どちらでも名前をつけることが
できます。ノーマル演奏のモー
ドになっていないと、名前をつ
けることはできません。

例：CD1のとき

2 タイトルボタンを押す

点滅 

名前がついているときは 
表示されます。 

TITLEDISC

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD

タイトル 

・タイトル名の入力モードになります。

セット 

戻すときは 
左に回す。 

DISC TITLE

PERFORMER

GENRE

：タイトル名の 
　入力モード 

：アーティスト名の 
　入力モード 

：ジャンル（種類）の 
　入力モード 

・PERFORMERまたはGENREを選ん
だときは、名前がついていないと「NO 
DATA」が表示されます。 

パフォーマー 

ジャンル 

カーソル（点滅） 入力される文字（点滅） 

●ジャンルを選んだときは、セットボタンを押したあと
a 21 ページの手順 4へ進みます。

4 ディスプレイ／キャラクターボタン
で文字の種類を選ぶ

● タイトル名またはアーティスト名の入力のとき

/キャラクター 
ディスプレイ 

カタカナ 

英大文字／記号 

英小文字／記号 

数　字 

・押すごとに 
　変わります。 

●詳しくはa 42 ページ「文字配列表」参照

戻すとき 進めるとき 

②確定する ①文字を選び… 

TITLEDISC

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

CD

MD

例：タイトル名のとき（サザンと入力） 

セット 

・間違えたときは訂正ボタンで取り消します。
・手順 4と 5のくり返しで好きな名前を入力します。
・途中の文字を消したいときは  ボタンでカーソルを合
わせ訂正ボタンを押します。そのあと文字を選びセット
ボタンを押すと、文字の修正ができます。

・スペース（空白）を入れるときは、入力中に  ボタン
を押すか、またはジョグダイヤルで（空白）を選びます。

〈お知らせ〉
● 名前は、最大で200枚まで本機にメモリーできます。そのCD
を入れるとつけた名前が表示されます。

● CDにつけたディスクタイトルは、MDに録音時にMDのト
ラックタイトルにコピーされます。

● タイトル名またはアーティスト名をつけ終わったら

・「 」が表示されます。
名前がメモリーICに記録されます。

・アーティスト名をつけるときは、手
順 2から操作をくり返します。

タイトル 

〈お知らせ〉
● 操作を途中で止めるときは・・・
■（停止）ボタンを押します。停止中のときは:/Jボタンを押
します。

● 電源コードを抜いた状態（または停電）になっても約1時間
は、CDにつけた名前をメモリーしています。1時間以上その
ままにしておくとメモリーした内容は、消えてしまいますの
でご注意ください。

6 タイトルボタンを押す
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られます。－

5 タイトルボタンを押す

● ジャンルの入力のとき（20 ページ手順3 に続いて…）

〈お知らせ〉
● メモリーICにメモリーしたジャンルを取り消すには
ジョグダイヤルで「NO DATA」選びセットボタンa タイ
トルボタンと押すと、取り消されます。
別の種類を選び上書きで記録し直すこともできます。

4 ジョグダイヤルでジャンルを選び
セットボタンで確定する

・ジョグダイヤルを回すごとに、27種類の中から選べま
す。14ケタ以上のジャンルはスクロール表示されます。

・「 」が表示されます。
名前がメモリーICに記録されます。

②確定する ①ジャンルを選び… 

NO DATA

WORLD MUSIC

SPOKEN WORD

SOUND TRACK

SOUND EFFECTS

RHYTHM EFFECTS

ROCK MUSIC

REGGAE

RAP

POP MUSIC

OPERA

NEW AGE MUSICAL

・ジョグダイヤルを右に回したとき 

ワールド 

スポークン ワード 

サウンド トラック 

サウンド イフェクト 

リズム 

ロック 

レゲエー 

ラップ 

ポップ 

オペラ 

ニュー ミュージカル エージ 

ミュージック 

ミュージック 

イフェクト 

ミュージック 

CLASSICAL
クラシカル 

DANCE
ダンス 

EROTIC
エロティック 

GOSPEL
ゴスペル 

JAZZ
ジャズ 

LATIN
ラテン 

HIP HOP
ヒップ ホップ 

EASY LISTENING
イージー リスニング 

CHILDRENS MUSIC
チルドレンズ ミュージック 

ALTERNATIVE ROCK
オルタネイティブ ロック 

ADULT CONTEMPORARY
アダルト コンテンポラリー 

セット 

OPERETTA
オペレッタ 

COUNTRY
カントリー 

FOLK
フォーク 

CONTEMPORARY CHRISTIAN
コンテンポラリー クリスチャン 

タイトル 
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3 -/ J ボタンを押すa演奏スタート

MDを聞く ー番号順に操作します。ー

全部の曲の演奏

1 MDを入れる

・ラベル面を上にし、矢
印方向に差し込むと電
源が入り自動的に中に
引き込まれます。

・本機のモードが「MD」
だったときは、「TOC
READING」と MD

が表示され、MDが入っ
ていることを表します。
曲数と演奏時間が表示
されます。

2 MDボタンを押して本機のモードを
「MD」にする

2

3

1 録音時間 
モードランプ 

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

MDが入っているときは

ラベル面を上にし、　 または　 
の表示に従って入れる。 

演奏/一時停止 

・演奏が終わった曲番号はミュージックカレンダー 
　から消えます。 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD

演奏経過時間 

MD

ランプ点灯 ミュージックカレンダー 

曲数表示 ： 3秒後に曲番号1 
　　　　   に変わります 

演奏時間表示 ： 3秒後に1曲目の 
　　　　　　   演奏時間に変わります。 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD

・曲番号1から演奏が
スタートします。

● 全部の曲の演奏が終わると自動停止します。

演奏/一時停止 
MD

ランプ点灯 

MDの　 ボタンを押します。表示窓に「MD
EJECT」が表示され、MDが出てきます。
「MD NO DISC」表示になり

MD

の表示
は消えます。
電源「切（スタンバイ）」のときでも取り出
しができます。
この場合、MDが出てくると、電源は自動
で切れます。

・電源が入り、
演奏がスター
トします。

● MDを取り出すときは

取出し 

MDの再生モードについて

MDは録音したときの録音モードに従って演奏されます。
演奏が始まると、録音時間モードランプが点灯し、そのMD
の再生モードを表します。

LP4

LP2

SP ： 本機でステレオ録音したMDまたはMDLPに対応
していないMDレコーダーで録音したMDのとき 

： ステレオ2倍長時間録音したMDのとき 

： ステレオ4倍長時間録音したMDのとき 

〈お知らせ〉
● 停止時は、録音ポーズ／録音時間切換ボタンで設定した録音
モードを表示します。
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表示窓の表示を変えるには

〈お知らせ〉
● 未使用のMDを入れると…
「MD BLANK DISC」が表示され演奏はできません。
● MDが入っていないとき本機のモードを「MD」にすると、
「MD NO DISC」が表示されます。

● 停止状態のときは

本体のジョグダイヤル（またはリモコンの 、 ボタン）で曲
を選んでいるときは

● 演奏中は

本  体 リモコン 

/キャラクター 
ディスプレイ 

1曲目の演奏時間 

全曲の演奏時間 

残量時間（REMAIN） 

ディスク名 

：再生専用MDは　　　表示 
リ  メ  イ  ン 

：記録されていないMDは 
　NO TITLE表示 

曲番号と曲の演奏時間 

曲　　名 ：記録されていないMDは 
　NO TITLE表示 

演奏中の曲番号と曲の経過時間 

曲　　名 ：記録されていないMDは 
　NO TITLE表示 

演奏を停止するには

● 途中で停止するには
停止 

演奏/一時停止 

● 一時停止するには

・曲数と演奏時間が表示
されます。
全部の曲を演奏したと
きは、自動停止します。

・演奏状態の表示と Jが
点滅します。もう一度押
すと、停止したところか
ら演奏を再開します。

・ディスプレイ/キャラクターボタン（リモコンはディスプレ
イボタン）を使います。
押すごとに次のように変わります。
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2 開きたい曲に合わせ
て数字ボタンを押す

MDを聞く（つづき） ー番号順に操作します。ー

聞きたい曲から演奏（ダイレクト演奏）

リモコンの数字ボタンを押すと、聞きたい曲から演奏するこ
とができます。

1 MDボタンを押し
て本機のモードを
「MD」にする

12

● 1～10曲目のときは･･･ 

 　　　　 　　　 までの 
希望するボタンを押す。 

● 11曲目以上のときは･･･ 
 　　 　のボタンのあと 

 　　 　　　の　 ボタンを 

押す。 

 例：15曲目 
 　　　　　　　  と押す。 

 例：20曲目 
 　　　　　　　  と押す。 

 例：25曲目 

 
 　　　　　　　　　と押す。 

 

押した曲番号が表示窓に表示
され、ダイレクト演奏がスター
トします。 

～ 

～ 

 

● 演奏中も別の曲に変更できます。
聞きたい曲の数字ボタンを押してください。
押した曲番号に表示が変わり、曲の頭から演奏がスタートし
ます。

曲の早送り・早戻し（サーチ）

・演奏中に押し続けると、早送り・早戻しができます。
早送り・早戻し中も音が出ますので、聞きたい所で指を離し
ます。

サーチ 

早戻し 早送り 早戻し 早送り 

本  体 リモコン 

曲の頭出し（スキップ）

前の曲の 
頭出し 

次の曲の 
頭出し 前の曲の 

頭出し 
次の曲の 
頭出し 

演奏中に押すと 
その曲の頭出し 

本  体 リモコン 

・本体の場合、ジョグダイヤルを回すごとに前後の曲の頭出
しができます。リモコンのときは または ボタンを
「ポン」と押します。

〈お知らせ〉
● ボタンだけではダイレクト演奏はできません。必ず

～ のボタンと併用してください。またMIX PRO-
GRAM1～3やRANDOMが表示されているときも、ダイレ
クト演奏はできません。リモコンのノーマルボタンを押して
取り消しておいてください。

MD

MD

ランプ点灯 

演奏時間が 
表示されたら 
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リピート演奏（リモコンを使います） ランダム演奏

REPEAT ALL ： MDの全曲リピート 

REPEAT 1 ：MDの1曲リピート 

リピート演奏の 
モード解除 

［リピート表示が消える］ 

表示されます 

ノーマル 
ボタン 

リピート 
ボタン 

ランダム 
ボタン 

この表示を選ぶ 

通常の表示 
（ノーマル演奏） 

・停止状態のとき 
　押す 

：MIXプログラム 
　演奏のモード 

：ランダム演奏の 
　モード 

プレイモード 

本  体 

・停止状態のとき 
　押す 

リモコン 

・本機のモードが「MD」のとき、リモコンの
リピートボタンを押すと、リピート演奏の
モードが選べます。押すごとに表示窓に表
示されます。

 　ボタン（本体は　　　  ボタン）を押すと、選んだリピー
ト演奏のモードでくり返し演奏されます。

・本機のモードが「MD」のとき、本体のプレイモードボタン
またはリモコンのランダムボタンを押すと、無作為な順番
で演奏するモードにすることができます。

　　　 ボタン（リモコンは　 ボタン）を押すと、ランダム演
奏がスタートします。

● ランダム演奏のモードを解除するには
停止状態のとき本体のプレイモードボタンを押すと、
「RANDOM」表示が表示窓から消えて解除されノーマル演奏
になります。
リモコンの場合は、ノーマルボタンを
押すと解除することができます。

／ ■　■　  

／ ■　■　  

〈お知らせ〉
● リピート演奏のモードやランダム演奏のモードは、本機の
モード（「CD」または「MD」）に関係なく選べます。また本機の
モードを変えても残ります。使い終わったらリピート演奏の
モードやランダム演奏のモードを解除しておきましょう。
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7 -/ Jボタンを押すa MIXプログラ
ム演奏スタート

6 4と5 をくり返す（最大16曲まで可能）

3 セットボタンを押す

4 ジョグダイヤルでプログラムソース
を選びセットボタンで確定する

2 プレイモードボタンでプログラム
モードを選ぶ

MIXプログラム演奏 ー番号順に操作します。ー

1

7

4-1・5-1

3・4-2・5-2

2
XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

1 プログラムしたいMDとCDを入れる

● プログラム1～3にそれぞれ最大16曲まで予約できます。MDとCD1～CD3は任意に選べます。

・入っていないMDやCDをプログラムしても演奏でき
ません。次のプログラムに移ります。

MIX PROGRAM 1 ： プログラム1

MIX PROGRAM 2 ： プログラム2

MIX PROGRAM 3 ： プログラム3

RANDOM

・停止状態の 
　とき押す。 

通常の表示 
（ノーマル演奏） 

プレイモード 

例：プログラム1のとき 

プログラムソース プログラム番号 

予約の順番 

曲番号 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD
1

MIX PROGRAM

セット 

MD

CD1

CD2

CD3

・セットボタンを押すと、予約の順番と 
　曲番号が点滅します。 

・ジョグダイヤルを左方向に 
　回すと逆に選べます。 

セット 

・予約されていないときは、「NO PROGRAM」が表示
されます。

5 ジョグダイヤルで曲を選びセット
ボタンで確定する

②確定する ①曲を選び… 

セット 

予約1

予約2

● 予約1にMDの2曲目を選ぶと

● セットボタンで確定すると

・ミュージックカレ
ンダーに曲番号が
表示されます。

・MDだけまたはCDだけプログラムすることもできます。

演奏/一時停止 
・演奏が終わった曲の曲番号は、
ミュージックカレンダーから消えま
すが演奏が終わると表示されます。

● 予約した曲の演奏が終わると、自動停止します。
プログラム2と3も同様の手順で操作できます。

● プログラムモードを通常の状態（ノーマル演奏）に戻すには

・表示窓に演奏時間
が表示されるまで
くり返して押す。 

本  体 リモコン 

・押すだけで演奏時
間の表示に変わり
ます。 
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〈お知らせ〉
● 実際にはない曲番号をプログラムすると、その曲は演奏時に
スキップされます。

● 予約を確認するには
予約中に予約内容を確認したいときは、■（停止）ボタンを押
したあとジョグダイヤルで確認します。

● 予約を取り消すには
訂正ボタンを押します。「NO PROGRAM」が表示されると
取り消されます。

● プログラムした内容は、MDやCDを取出してもメモリーさ
れています。電源を「切（スタンバイ）」にしても取り消されま
せん。
取り消すときは、本体の訂正ボタンを押してください。

● 電源コードを抜いた状態（または停電）になっても約1時間
は、プログラムした内容をメモリーしています。1時間以上そ
のままにしておくとメモリーした内容は、消えてしまいます
のでご注意ください。

● タイマー再生のときMIXプログラムモードで曲を予約して
おくと、電源が入ったときMIXプログラム演奏になります。

● プログラムしないで  　　　（リモコンは　 ）ボタンを押す
と、ノーマル演奏になります。

／ ■　■　  
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録音する前に
録音の種類

本機では、以下の5種類の録音ができます。

● マニュアル録音（ 29 ページ）
録音ソースのいずれか一つを選んで録音します。

・デジタル
・CD（CD1～CD3）
・ライン
・マイク

● CDのワンタッチ録音（ 30 ページ）
CDを選びCD録音ボタンを押すと、ワンタッチでまるごと
録音できます。

● CDのベストヒット録音（ 31 ページ）
ベストヒットボタンを押すと、CD1～CD3の1曲目だけ
を録音することができます。オリジナルのヒット曲集が作
れます。

● CDのリスニングエディト録音（ 32 ページ）
CDを選びリスニングエディトボタンを押すと、好きな曲だ
けをプログラムして録音できます。

● ミキシング録音（ 33 ページ）
CD+ライン、CD+マイク、ライン+マイクのいずれかの組
み合わせでミキシング録音ができます。

＜お知らせ＞
● ライン入力とマイク入力、ミキシング録音はアナログ入力で
の録音になります。録音入力のレベル調節が必要になります。

● 誤消去防止つまみを開いた状態のMDで録音操作をすると、
「DISC PROTECTED」が3回表示され録音にはなりません。

～～～～～～～～

～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

トラックマークをつける

MDには、曲ごとの頭の部分に頭出しのためのマークがつい
ています。これをトラックマークといい、トラックマークと
トラックマークの間が曲としてみなされます。

オート

本機は、このトラックマークを録音中に自動（AUTO）でも
マニュアル

手動（MANUAL）でもつけることができます。
切換えは、停止中または録音中にリモコンのトラックマーキ
ングボタンを使います。なお、CDのシンクロ録音時は自動で
トラックマークがつきます。（a 30 ～ 32 ページ参照）

サンプリングレートコンバーターについて

本機はサンプリングレートコンバーターを内蔵していますの
で、録音ソースのサンプリング周波数*（32kHz、44.1kHz、
48kHz）に関係なくデジタル信号のまま44.1kHzで録音さ
れます。

トラック 
マーキング 

・押すごとに 
　変わります。 

：自動 

：手動 

● 自動（AUTO）のときは
・デジタル録音時：録音ソースのトラックが変わると、自

動的にトラックマークがつきます。
・アナログ録音時：録音ソースの無音状態が3秒以上続くと、

自動的にトラックマークがつきます。

● 手動（MANUAL）のときは
録音中に好きなところで、本体のセットボタンを押してト
ラックマークをつけます。

*サンプリング周波数とは…
信号をデジタル化するには、その波を細かく分解します。この分解
を1秒間に何回するのかを表した数字です。例えば、サンプリング
周波数48kHzなら、1秒間に48,000回、波を分解しているとい
うことです。

マイクの接続について

標準プラグ仕様のマイクを使用します。

CS/BS Bモード 
またはDAT

CS/BS Aモード CDまたはMD

サンプリングレートコンバーター 

48kHz

44.1kHz

32kHz 44.1kHz

O
N

O
F

F

別売のマイク（MV-K8-Bなど） 

φ6.3標準プラグ 
マイクにスイッチがある 
ときは「ON」にします。 

MDのステレオ長時間録音について

今までMDの長時間録音は、モノラル2倍長録音でしたが、本
機はステレオのまま2倍長時間録音または4倍長時間録音が
できます。録音ソースや、録音方式に関係なく設定できます。
また1枚のMDに異なる録音モード（SP、LP2またはLP4）
の曲を混ぜて録音することもできます。
停止状態のとき、録音ポーズ／録音時間切換ボタンを押して
選びます。

〈お知らせ〉
● 本機でステレオ2倍長時間録音または4倍長時間録音した
MDの曲は、MDLPに対応したステレオ長時間再生機能を備
えた機器以外では演奏できません。
表示窓にLP：が表示され無音状態になります。演奏が可能な
MDLPに対応した機器では、LP：は表示されません。

録音について知っておいてほしいこと

● 途中まで録音してあるMDの場合、その終わりを自動的に
探して録音されます。
新たに録音し直すときは、ALL ERASE（a 39ページ参照）
で全部の曲を消してから録音してください。

● MDには最大254曲まで録音できます。
● MDは通常ステレオで録音されます。

SP

SP2

LP4

：標準のステレオ録音 

・押すごとに 
　録音モードが 
　選べます。 

：ステレオ2倍長時間録音 

：ステレオ4倍長時間録音 
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2 録音ポーズ／録音時間切換ボタンを押し
て録音モードを選ぶ

マニュアル録音 ー番号順に操作します。ー

● 録音ソース（デジタル、CD、ラインまたはマイク）のいずれか一つを選んで録音します。

3 1-22

5 6 1-1 4CD1から 
録音するとき 

アナログ 
入力のとき 

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

1 録音用のMDを入れ本機のモードを
「MD」にする

・ラベル面を上にして差し込みます。

3 録音ソースを選ぶ（いずれか一つ）

4 アナログ入力の場合、録音レベルを
調節する

5 録音ソースの音を出す

・CDの場合、CD1ボタンを押すとCD1aCD2aCD3
の順に録音できます。

6 録音スタートボタンを押すa録音
スタート

● MDの録音が終わると
「 」表示のあと自動停止します。

● 録音を途中でやめるときは
録音ストップボタンを押します。

〈お知らせ〉
● 先に録音ソースを選んでから録音ポーズにすることもでき
ます。

●「DIGITAL IN UNLOCK」がスクロール表示されるときはオ
プチカル録音端子がソース機器と接続されていません。接続を
確認してください。

● デジタル入力の場合、デジタルのままで録音されます。録音レベ
ルの調節は必要ありません。表示窓に DIGITAL が表示されます。

● CDの場合、リピート演奏のモードがREPEAT1になっている
と、最初の1曲のくり返し録音になります。リピート演奏のモー
ドを解除しておいてください。

● MDの録音が終了すると「 」が表示されま
す。表示中に他のボタンを操作すると、MDが使えなくなる恐
れがあります。
必ず「 」の表示が消えてから、次の操作をし
てください。

MD
REC・表示窓に　　　が表示されます。

録音ソースセレクトのランプが全
て点滅になります。 

・押すごとに録音モードが選べます。 

録音ソースセレクトのランプが
消えていたとき 

SP LP2 LP4

ランプ点滅 

CD

点滅 

・同じボタンをもう一度 
　押すと、取り消すこと 
　ができます。 

ランプ点灯 

・いちばん大きな音が入力されたとき、 
　レベルメーターが0dB表示を超えない 
　音量に調節する 

　　  表示（赤色）が連続して点灯 
すると、ひずんだ音で録音されます 
OVER

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

大 小 

録音レベル 

ランプ点灯 

MD
TOC REC

MD
REC が 

に変わると録音が始まります。 

・デジタル ：オプチカル録音端子に接続した機器の音を録
音（デジタル入力）
デジタル優先になっていますので、他の録音
ソースを選んでいたときもデジタルを選択す
るとデジタル入力のモードになります。もう
一度押すと、元の録音ソースに戻ります。

・CD ：CD1～CD3に入れたCDを録音*
・ライン ：ライン録音端子に接続した機器の音を録音

（アナログ入力）
・マイク ：マイク端子に接続したマイクからの音を録

音（アナログ入力）

● 選んだ録音ソースのランプが点灯に変わり、他は消灯し
ます。

● アナログ入力の場合、録音レベルの調節ができます。
● お買い上げの状態では録音ソースが「CD」になってお
ります。ラインまたはマイク入力の録音をするときは、
いったんCDボタンを押してランプを消灯させてくださ
い。そのままラインボタン（またはマイクボタン）を押
すと、ミキシング録音のモードになります。

ご注意

* ピッチコントロールがONのときはアナログ入力、OFFで
CDのみ録音するときはデジタル入力になります。

この間、録音ポーズ
のままです
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CDのワンタッチ録音 ー番号順に操作します。ー

● CDの演奏とMDの録音が一緒にスタートします。デジタル録音のため録音レベルは、調節できません。

4 1-1 2

1-23

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

1 録音したいCDを選び止めておく

2 録音用のMDを入れる

・ラベル面を上にして差し込みます。

3 録音ポーズ／録音時間切換ボタンを押し
て録音モードを選ぶ

4 CD録音ボタンを押すa録音スタート

ランプ点灯 

・選んだCDのみが 
　録音できます。 

ランプ点滅 

・押すごとに録音モードが選べます。 

SP LP2 LP4

ランプ点灯 

DIGITAL
L

R
40 30 15 1020 6 3 0

CD

MD
TOC REC

録音中の曲の 
残り時間 MDの録音残量時間 

DIGITALが表示されます。 

・CD の演奏とMD の録音が一緒にス
タートします。これをシンクロ録音と
いいます。1曲目から録音されます。

● CDの録音は、デジタル信号のまま録音されます。
曲の変わり目に自動的にトラックマークがつけられ、曲
番号も変わります。

● 録音すると、CDにつけた名前（ディスクタイトル）が
MDのトラックタイトルにコピーされます。CDテキス
ト対応のCDの場合は、トラックタイトルがMDのト
ラックタイトルにコピーされます。

● MDの録音が終わると
「 」表示のあと自動停止します。
CDの演奏が終わったときも自動停止します（次のトレイの
CDに移ります）。

● 録音中の曲番号を確認するには
ディスプレイ／キャラクター（リモコンはディスプレイ）ボ
タンを押します。

本  体 リモコン 

・押すごとに変わり
ます。 

録音中の曲の
 � MDの録音残量時間 残り時間 

CD番号と曲番号 � MDの曲番号 
（3秒間だけ表示） 

例：CD1を録音するとき

● 録音を途中でやめるには
■（停止）ボタンを押します。
「 」が表示されたあと、録音が解除されます。

〈お知らせ〉
● MIXプログラム機能で曲をプログラムしたあとCD録音ボタ
ンを押すと、CDのプログラム録音ができます。

● CDまたはMDが演奏中は、録音できません。
● CD録音ボタンを押すと、本機のモードと録音ソースは自動
で「CD」に切り換わります。したがって録音したいCDが選ば
れているときは、そのまま録音できます。

● ピッチコントロールがONになっていても、解除され標準ス
ピードで録音されます。

● リピート演奏のモードをREPEAT1にして録音すると、最初の
1曲をくり返し録音できます。この場合、曲の終わりにトラック
マークはつきません。全体が一つのトラックになります。

● MDの録音が終了すると「 」が表示されま
す。表示中に他のボタンを操作すると、MDが使えなくなる恐
れがあります。
必ず「 」の表示が消えてから、次の操作をし
てください。

この間、録音ポーズ
のままです
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録
音
す
る

CDのベストヒット録音 ー番号順に操作します。ー

● CDの1曲目だけをMDに録音できます。デジタル録音のため録音レベルは、調節できません。

1 録音したい順にCD1～CD3にCDを
入れる

・録音が終わったCDは、他の曲を録音中に入れ換えるこ
ともできます。交換したCDは、最後のCDのあとに録
音されます。

2 CD1ボタンを押してCD1を選び止
めておく

3 録音用のMDを入れる

・ラベル面を上にして差し込みます。

4 録音ポーズ／録音時間切換ボタンを押し
て録音モードを選ぶ

5 ベストヒットボタンを押すa録音
スタート

● CDの録音は、デジタル信号のまま録音されます。
曲の変わり目に自動的にトラックマークがつけられ、曲
番号も変わります。

● 録音すると、CDにつけた名前（ディスクタイトル）がMD
のトラックタイトルにコピーされます。CDテキスト対
応のCDの場合は、トラックタイトルがMDのトラックタ
イトルにコピーされます。

● MDの録音が終わると
「 」表示のあと自動停止します。
最後のCDの演奏が終わったときも自動停止します。

● 録音を途中でやめるには
■（停止）ボタンを押します。
「 」が表示されたあと、録音が解除されます。

〈お知らせ〉
● ベストヒットボタンを押すと、本機のモードと録音ソースは
自動で「CD」に切換わります。

● ピッチコントロールがONになっていても、解除され標準ス
ピードで録音されます。

● リピート演奏のモードは解除されます。
● MDの録音が終了すると「 」が表示されま
す。表示中に他のボタンを操作すると、MDが使えなくなる
恐れがあります。
必ず「 」の表示が消えてから、次の操作をし
てください。

● 本機はマイコンの働きで、多くの動作を行っております。
万一、どのボタンを押してもうまく動作しないときは、一
度電源コードを外し、しばらく待ってからつなぎなおして
ください。

ランプ点灯 

例：CD1から録音するとき（最初に録音したいCD）

ランプ点滅 

・押すごとに録音モードが選べます。 

SP LP2 LP4

ランプ点灯 

DIGITAL
L

R
40 30 15 1020 6 3 0

CD

MD
TOC REC

1曲目の残り時間 MDの録音残量時間 

DIGITALが表示されます。 

・CDの演奏とMDの録音（シンクロ
録音）がスタートします。CDの1
曲目のみ録音されます。 

5 2-1 31

2-24

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

この間、録音ポーズ
のままです
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6 すべてのCDのプログラムが終わると、
選んだ曲の録音が自動でスタート

CDのリスニングエディット録音 ー番号順に操作します。ー

● 好きな曲だけをプログラムして録音できます。デジタル録音のため録音レベルは、調節できません。

4・5a 1-1 25b

1-23

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

1 先に録音したいCDを選び止めておく

2 録音用のMDを入れる

・ラベル面を上にして差し込みます。

3 録音ポーズ／録音時間切換ボタンを押し
て録音モードを選ぶ

4 リスニングエディットボタンを押す

5 プログラムする（演奏中に操作する）

〈お知らせ〉
● プログラムは最大100曲までできます。ただし同じ曲は2回
プログラムできません。

● 録音したくないCDは、CDトレイから取出しておいてください。
● リピート演奏のモードは解除されます。
● MDの録音が終了すると「 」が表示されま
す。表示中に他のボタンを操作すると、MDが使えなくなる恐
れがあります。
必ず「 」の表示が消えてから、次の操作をし
てください。

ランプ点灯 

・選んだCDの曲のみ
が録音できます。 

ランプ点滅 

・押すごとに録音モードが選べます。 

SP LP2 LP4

・1 曲目から演奏がスタートし、「LIS-
TENING EDIT」がスクロール表示さ
れ1曲目の演奏時間とMDの録音残量が
表示されます。MDは録音・一時停止
になります。 

・メモリーされ 
　次の曲に移ります。 

・メモリーしないで 
　次の曲に移ります。 

a. 録音したい曲のとき b. 録音しない曲のとき 

● この操作をくり返してプログラムします。演奏した曲や
スキップした曲の曲番号がミュージックカレンダーから
消えます。

・録音できる曲があった
ときは、演奏時間が表
示されます。 
リスニングエディット
ボタンを押してプログ
ラムします。 

・録音できる曲がないとき
は、プログラム1から録音
が自動でスタートします。
（シンクロ録音） 

DIGITAL
L

R
40 30 15 1020 6 3 0

CD

MD
REC

2曲目の演奏時間 MDの録音残量時間 

1がミュージック
カレンダーから
消えます。 

s 1曲目をメモリーしたとき 

s MDの録音残量が少なくなると、録音できる曲を自動 
　で探します。（全CD） 

● MDの録音が終わると
「 」表示のあと自動停止します。
最後のCDの演奏が終わったときも自動停止します。

● 録音を途中でやめるには
■（停止）ボタンを押します。
「 」が表示されたあと、録音が解除されます。

● プログラムをやり直すには
■（停止）ボタンを押すとリスニングエディットのモードが
解除されプログラムも取り消されます。手順4 から操作をや
り直してください。

例：CD1から録音するとき

この間、録音ポーズ
のままです

100曲までプログラムしたときも同じでシンクロ録
音になります

● プログラムの途中で録音するには
録音スタートボタンを押すと、プログラムした曲だけ録
音されます。

● CDの録音は、デジタル信号のまま録音されます。
曲の変わり目に自動的にトラックマークがつけられ、曲
番号も変わります。

● 録音すると、CDにつけた名前（ディスクタイトル）がMD
のトラックタイトルにコピーされます。CDテキスト対
応のCDの場合は、トラックタイトルがMDのトラックタ
イトルにコピーされます。
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録
音
す
る

ミキシング録音 ー番号順に操作します。ー

● アナログ録音になりますので録音レベルの調節ができます。

2 6 1 3 4
XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

1 録音用のMDを入れる

・ラベル面を上にして差し込みます

ランプ点滅 

・押すごとに録音モードが選べます。 

SP LP2 LP4

2 録音ポーズ／録音時間切換ボタンを押し
て録音モードを選ぶ

3 録音ソースをいずれか2つ選ぶ

点滅 

・同じボタンをもう一 
　度押すと、取り消す 
　ことができます。 

CD

CD

ランプ点灯 

ランプ点灯 

4 録音レベルとミキシングバランスを
調節する

CD

ランプ点灯 

CD+ 
ライン 

CD+ 
マイク 

ライン+ 
マイク 

CDの音量が 
下がる 

ライン入力の 
音量が下がる 

CDの音量が 
下がる 

マイク入力の 
音量が下がる 

ライン入力の 
音量が下がる 

マイク入力の 
音量が下がる 

・一番大きな音が入
力されたときレベ
ルメーターの0dB
表示を超えない音
量に調節する。 

CD

5 録音ソースの音を出す

● CD とミキシング録音の場合、CD1 ボタンを押すと
CD1aCD2aCD3の順に録音できます。

6 録音スタートボタンを押すa
録音スタート

● MDの録音が終わると
「 」表示のあと自動停止します。

● 録音を途中でやめるときは
録音ストップボタンを押します。

ランプ点灯 

MD
TOC REC

MD
REC が 

に変わると録音が始まります。 

〈お知らせ〉
● CDのミキシング録音をすると
CDにつけた名前（ディスクタイトル）がMDのトラックタイト
ルにコピーされます。CDテキスト対応のCDの場合は、トラッ
クタイトルがMDのトラックタイトルにコピーされます。

● MDの録音が終了すると「 」が表示されま
す。表示中に他のボタンを操作すると、MDが使えなくなる恐
れがあります。
必ず「 」の表示が消えてから、次の操作をし
てください。

〈お知らせ〉
● 録音がスタートしたあとは、録音ソースの切換えはできませ
ん。いったん録音ストップボタンを押してから録音ソースを
選んでください。

● 先に録音ソースを選んでから録音ポーズにすることもでき
ます。

・CD＋ライン ： CDとライン入力のミキシング録音
・CD＋マイク ： CDとマイク入力のミキシング録音
・ライン＋マイク： ライン入力とマイク入力のミキシン

グ録音

● 選んだ録音ソースのランプが点灯に変わり、他は消灯し
ます。

● ミキシング録音は、アナログ録音になります。録音レベ
ルとミキシングバランスのランプが点灯します。

この間、録音ポーズ
のままです
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MDの編集について
ＭＤは録音・再生の他に編集という機能を持っています。録音した曲を好きなところでつないだり、分けたり、消すことができます。
またＭＤや曲に名前をつけることもできます。

デ ィ バ イ ド

曲を分ける（DIVIDE）a 35ページ参照

曲の途中や頭出しの必要なところにトラックマーク*を追加
し、曲を分けます。

A曲 D曲 C曲 B曲 

A曲 D曲 C曲 B曲 

A曲とB曲に 
DIVIDE

1 32

1 42 3

曲番号 

*トラックマークとは…
曲ごとの頭の部分に頭だしのためについているマークのことです。
トラックマークとトラックマークの間が曲としてみなされ、演奏順
に番号表示されます。これが曲番号です。

ジ ョ イ ン

曲をつなげる（JOIN）a 36ページ参照

トラックマークを削除し、となりあう2つの曲を1つの曲に
まとめます。

ム ー ブ

曲を移動する（MOVE）a 37ページ参照

好きな順番に曲を移動することができます。

A曲 D曲 C曲 B曲 

A曲 録音可 D曲 C曲 

B曲を 
ERASE

43

1 2

2

3

1

曲番号 

イ レ ー ス

1曲を消す（ERASE）a 38ページ参照

不要な曲やナレーションなどを素早く消すことができます｡
消した部分は、無音部分で残らず後ろの曲が前につめられま
す。

オ ー ル   イ レ ー ス

全部の曲を消す（ALL ERASE）a 39ページ参照

全部の曲を一度に消すことができます｡ブランクディスクにな
ります。

A曲 D曲 C曲 B曲 

A曲+B曲 D曲 C曲 

B曲をA曲と 
JOIN

42 3

1 32

1

曲番号 

A曲 D曲 C曲 B曲 

A曲 B曲 D曲 C曲 

B曲を 
MOVE

43

1 42

2

3

1

曲番号 

A曲 D曲 C曲 B曲 

録音可（ブランクディスク） 

ALL 
ERASE

4321

曲番号 

タ イ ト ル

MDや曲に名前をつける（TITLE）a 40ページ参照

録音済みのMDにディスク名や曲名をつけることができます。
文字の種類は、「カタカナ、英大文字／記号、英小文字／記号、
数字」があります。

〈お知らせ〉

● のマークがついたMDソフトは、アルバム名や

曲名などの文字情報が書き込まれており、表示することがで
きます。

● 編集の操作は、MDが誤消去防止状態になっているとできま
せん。誤消去防止つまみを閉じた状態に戻してください。

● MDに入力できる文字数について
1枚のMDにつき、最大1792文字（英数字・記号）、1曲につき
最大32文字のタイトル入力ができます。ただし、MDの記録
方式の制約により実際に入力できる文字数は、これより少な
くなります。カタカナを使用したときも1文字あたりのデー
タ量が多いため、入力できる文字数が少なくなります。またス
ペース（空白）は、文字と同じ量のデータを必要としています。
ステレオ長時間録音（LP2またはLP4）したときは、曲タイト
ルの先頭に「LP：」とスペース（空白4文字分）が自動的に記録
されるため、曲数が多いと入力できる文字数がさらに少なく
なります。

例：
・ステレオ長時間録音で120曲を録音したMDでは、全曲に
英数字で10文字ずつタイトル入力することができます。

・ステレオ長時間録音で60曲を録音したMDでは、全曲にカ
タカナで10文字ずつタイトル入力することができます。

●「  」や「 」が表示される前
に、電源コードをコンセントから抜くと編集した内容
は、MDに記録されません。

ご注意

文字情報 
英　　語 
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編
集
す
る

6 編集ボタンを押すa編集モード終了

4 ジョグダイヤルで分けたい曲を選
び-/ Jボタンを押して演奏する

3 セットボタンを押す

分けたい曲の 
入力待ち 

点滅 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD MD EDIT
DIVIDE

セット 

MD

2 編集ボタンを押して「DIVIDE」を選ぶ

2・6 4-1・5-2

1-24-2 3・5-1

1-1

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

1 編集したいMDを入れ、MDボタンを
押して本機のモードを「MD」にする

・曲数と演奏時間が表示
されます。

編集 DIVIDE

MD 1（1曲目の表示） ALL ERASE

JOIN MOVE ERASE

・押すごとに 
　変わります。 

点滅 

MD MD EDIT
DIVIDE

戻すとき 進めるとき 

演奏/一時停止 

・リモコンの数字ボタンで曲を選ぶと、分けたい曲のダイ
レクト演奏になります。

5 分けたいところでセットボタンを押す

例：2曲目を分けるとき 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD MD EDIT
DIVIDE

セット 

戻すとき 進めるとき 

・ミュージックカレンダーに分けた曲と次の曲番号が点滅
表示され、分けたところから4秒後がくり返し演奏さ
れます。

● ジョグダイヤルで分ける位置が微調節できます。

POS IT ION -128 ～
128（前後約8 秒）の範
囲で移動できます。微調
節すると、移動した所か
ら4秒後がくり返し演奏
されます。

編集 ・「 」が表示され、曲番号が1つ
増えます。変更内容が記録されます。

・演奏が自動停止します。

〈お知らせ〉
● 手順 4 で曲を間違えたときは…
セットボタンを押す前にジョグダイヤルまたはリモコンの
数字ボタンで選び直します。

● DIVIDEを途中で中止するときは…
編集ボタンを押します。手順5 でセットボタンを押したあと
は、先に訂正ボタンを押してから編集ボタンを押します。

●「 」表示中は、電源コードを抜いたり本機に振動を
与えないでください。
MDの演奏ができなくなる恐れがあります。

　 デ ィ バ イ ド 　

曲を分ける（DIVIDE） ー番号順に操作します。ー
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6 編集ボタンを押すa編集モード終了

4 ジョグダイヤルでつなげたい曲を選
び-/ Jボタンを押して演奏する

3 セットボタンを押す

2 編集ボタンを押して「JOIN」を選ぶ

　 ジ ョ イ ン 　

曲をつなげる（JOIN） ー番号順に操作します。ー

1 編集したいMDを入れ、MDボタンを
押して本機のモードを「MD」にする

2・6 4-1

1-24-2 3・5

1-1

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

MD

・曲数と演奏時間が表示され
ます。

DIVIDE 

MD 1（1曲目の表示） ALL ERASE

JOIN MOVE ERASE 

・押すごとに 
　変わります。 

点滅 

MD EDIT

JOIN

MD

編集 

MD EDIT

JOIN

点滅 

MD

セット 

戻すとき 進めるとき 

演奏/一時停止 

・1つ前の曲とつなげることができます。
リモコンの数字ボタンで曲を選ぶと、つなげたい曲のダ
イレクト演奏になります。

5 セットボタンを押す

例：2曲目をつなげるとき 
点滅 

セット 

MD

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD EDIT

JOIN

編集 
・「 」が表示され、曲番号が1つ
減ります。変更内容が記録されます。

・演奏が自動停止します。

〈お知らせ〉
● 手順 4 で曲を間違えたときは・・・
セットボタンを押す前にジョグダイヤルまたはリモコンの
数字ボタンで選び直します。

● JOINを途中で中止するときは・・・
編集ボタンを押します。手順5でセットボタンを押したあと
は、先に訂正ボタンを押してから編集ボタンを押します。

●「 」表示中は、電源コードを抜いたり本機に振動を
与えないでください。
MDの演奏ができなくなる恐れがあります。
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編
集
す
る

　 ム ー ブ 　

曲を移動する（MOVE） ー番号順に操作します。ー

1-2

2・61-1 4-1・5-1

3・4-2・5-2

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

2 編集ボタンを押して「MOVE」を選ぶ

1 編集したいMDを入れ、MDボタンを
押して本機のモードを「MD」にする

MD

・曲数と演奏時間が表示され
ます。

DIVIDE 

MD 1（1曲目の表示） ALL ERASE

JOIN MOVE ERASE 

・押すごとに 
　変わります。 

点滅 

MD MD EDIT

MOVE

編集 

3 セットボタンを押す

MD MD EDIT

MOVE

セット 

4 ジョグダイヤルで移動したい曲を選
びセットボタンを押して演奏する

①曲を選び… 

例：2曲目を 
　 指定したとき 

②指定する 

点滅 

セット 

MD

MOVEL

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD EDIT

・リモコンの数字ボ
タンで曲を指定す
ると、移動したい
曲のダイレクト演
奏になります。

5 ジョグダイヤルで移動先を選び
セットボタンを押す

6 編集ボタンを押すa編集モード終了

①曲を選び… 

例：4曲目に移動するとき 

②指定する 

点滅 

セット 

MD

MOVEL

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD EDIT

編集 ・「 」が表示され、曲順が変わり
ます。変更内容が記録されます。

〈お知らせ〉
● 手順 4 および 5 で曲を間違えたときは・・・
セットボタンを押す前にジョグダイヤルまたはリモコンの
数字ボタンで選び直します。

● MOVEを途中で中止するときは・・・
編集ボタンを押します。手順 5 で移動先の曲を選んだあと
は、先に訂正ボタンを押してから編集ボタンを押します。

●「 」表示中は、電源コードを抜いたり本機に振動を
与えないでください。
MDの演奏ができなくなる恐れがあります。
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4 ジョグダイヤルで消したい曲を選
び-/ Jボタンを押して演奏する
（曲の確認ができます）

3 セットボタンを押す

2 編集ボタンを押して「ERASE」を選ぶ

　 イ レ ー ス 　

1曲を消す（ERASE） ー番号順に操作します。ー

1 編集したいMDを入れ、MDボタンを
押して本機のモードを「MD」にする

1-24-2

2・61-1 4-1

3・5

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

MD

・曲数と演奏時間が表示され
ます。

DIVIDE 

MD 1（1曲目の表示） ALL ERASE

JOIN MOVE ERASE 

・押すごとに 
　変わります。 

点滅 

MD MD EDIT

        ERASE

編集 

点滅 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD EDIT

 ERASE

MD

セット 

戻すとき 進めるとき 

演奏/一時停止 

・リモコンの数字ボタンで曲を選ぶと、消したい曲のダイレ
クト演奏になります。曲を演奏しなくても消去できます。

6 編集ボタンを押すa編集モード終了

5 セットボタンを押す

・「 」が表示され、2曲目が消え
ます。変更内容が記録されます。

・演奏が自動停止します。

〈お知らせ〉
● 一度消去すると録音内容は元に戻りません。
大切な録音が入っているMDは、誤消去防止つまみを開いた
状態にしておいてください。a 48 ページ参照

● 手順 4 で曲を間違えたときは・・・
セットボタンを押す前にジョグダイヤルまたはリモコンの
数字ボタンで選び直します。

● ERASEを途中で中止するときは・・・
編集ボタンを押します。手順5でセットボタンを押したあと
は、先に訂正ボタンを押してから編集ボタンを押します。

●「 」表示中は、電源コードを抜いたり本機に振動を
与えないでください。
MDの演奏ができなくなる恐れがあります。

例：2曲目を消すとき 
点滅 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD EDIT

 ERASE

MD

セット 

編集 
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編
集
す
る

4 編集ボタンを押すa編集モード終了

3 セットボタンを押す

　 オ ー ル 　 　 イ レ ー ス 　

全部の曲を消す（ALL ERASE） ー番号順に操作します。ー

1-2

2・41-1

3

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

2 編集ボタンを押して「ALL ERASE」
を選ぶ

1 編集したいMDを入れ、MDボタンを
押して本機のモードを「MD」にする

・曲数と演奏時間が表示され
ます。

〈お知らせ〉
● ALL ERASEを途中で中止するときは・・・
編集ボタンを押します。セットボタンを押したあとは、先に
訂正ボタンを押してから編集ボタンを押します。

●「 」表示中は、電源コードを抜いたり本機に振動を
与えないでください。
MDの演奏ができなくなる恐れがあります。

MD

DIVIDE 

MD 1（1曲目の表示） ALL ERASE

JOIN MOVE ERASE 

・押すごとに 
　変わります。 

点滅 

MD MD EDIT

ALL ERASE

編集 

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD EDIT

ALL ERASE

MD

セット 

編集 

・「MD BLANK DISC」が表示され、全部の曲が消えま
す。変更内容が記録されます。
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　 タ イ ト ル 　

MDにディスク名や曲名をつける（TITLE）

2 タイトルボタンを押す

1 編集したいMDを入れ、MDボタンを
押して本機のモードを「MD」にする

・曲数と演奏時間が表示されま
す。ノーマル演奏のモードに
なっていないと、名前をつける
ことはできません。

MD

・停止状態のとき 

TITLEDISC

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

MD

点滅 
タイトル 

3 ● ディスク名をつけるとき（DISC TITLE）
セットボタンを押す

カーソル（点滅） 入力される文字（点滅） 

セット 

例：曲番号1のとき 

TITLETRACK

曲番号が点滅 

②確定する ①曲を選び… 

セット 

● 曲名をつけるとき（TRACK TITLE）
名前をつけたい曲をジョグダイヤルで指定し、
セットボタンを押す

・カーソルが点滅
します。

● 途中で操作を止めるときは・・・
タイトルボタンを押します。それまで入力した文字が登録さ
れます。

〈お知らせ〉
● 入力中の文字は5文字まで表示できます。6文字目を入力す
ると前に送られます。

●「 」表示中は、電源コードを抜いたり本機に振動を
与えないでください。
MDの演奏ができなくなる恐れがあります。

6 タイトルボタンを押すa編集モード終了

タイトル 
・「 」のあと名前が表示され、
名前が記録されます。

・他の曲にも名前をつけるときは…
手順 2から操作をくり返します。

● 手順3 のとき、ジョグダイヤルで選べる曲番号は、MDに録
音されている曲番までです。

3-1・5-1

1-2

2・6 4

3・3-2・5-2

1-1
（曲名のとき） 

（曲名のとき） 

XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

5 ジョグダイヤル a セットボタンで
名前を入力する（最大32文字まで）

4 ディスプレイ／キャラクターボタン
で文字の種類を選ぶ

/キャラクター 
ディスプレイ 

カタカナ 

英大文字／記号 

英小文字／記号 

数　字 

・押すごとに 
　変わります。 
表示窓に入力される 
文字が表示されます 

・詳しくはa 42 ページ「文字配列表」参照

②確定する ①文字を選び… 

TITLEDISC

L

R
40 30 15 1020 6 3 0

CD

MD

戻すとき 

例：サザンと入力したとき 

進めるとき 

セット 

・間違えたときは訂正ボタンで取り消します。
・手順 4と 5のくり返しで好きな名前を入力します。
・途中の文字を消したいときは ボタンでカーソルを合
わせ訂正ボタンを押します。そのあと文字を選びセット
ボタンを押すと、文字の修正ができます。

・スペース（空白）は、文字入力中に ボタンを押すか、
またはジョグダイヤルで（空白）を選びます。
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編
集
す
る

メモ
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文字配列表
本機では、録音したMDや曲にアルバム名・曲名などのタイトル（なまえ）を書き込むことができます。使える文字は次のとおり
です。また、CDトレイに入れたCDにタイトル（なまえ）を書き込むこともできます。

カタカナ 英大文字 英小文字 数字 
ア イ ウ エ オ 
カ キ ク ケ コ 
サ シ ス セ ソ 
タ チ ツ テ ト 
ナ ニ ヌ ネ ノ 
ハ ヒ フ ヘ ホ 
マ ミ ム メ モ 
ヤ ユ ヨ   
ラ リ ル レ ロ 
ワ ヲ ン   
ァ ィ ゥ ェ ォ 

A B C D E
F G H I J
K L M N O
P Q R S T
U V W X Y
Z     
！ ” ＃ ＄ 

％ ’ （ ） 
＊ ＋  , － .
／ ： ； ＜ =
＞ ？ ＠ 

a b c d e
f g h i j
k l m n o
p q r s t
u v w x y
z     

０ １ ２ ３ ４ 
５ ６ ７ ８ ９ 

ャ ュ ョ ッ  
 

 ！ ” ＃ ＄ 
％ ’ （ ） 
＊ ＋  , － .
／ ： ； ＜ =
＞ ？ ＠ 

 

ー 。  ズ （空白） 

（空白） （空白） 
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時
計
・
タ
イ
マ
ー
を
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う

2 ジョグダイヤルaセットボタンで時
刻を合わせる
（ジョグダイヤルを回すと連続して時刻が変わります）

時計の合わせかた ー番号順に操作します。ー

1 2
XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

現在時刻を合わせるには（初めてお使いになるとき）

●例：午後1時15分（13：15）に合わせるには…（電源「切」の状態で合わせます）
本機の時刻表示は「24時間表示」方式です。

1 タイマー/時刻合せボタンを押す

タイマー 
/時刻合せ 

合わせ直しのときは、 
現在時刻の「時」表示 
が点滅します 

点滅 

・ 時刻表示が明るくなり
「時」表示が点滅します。 

②押す ①「時」表示を 

③「分」表示を ④押す 

に合わせ… 

に合わせ… 

戻すとき 時刻を 
進めるとき 

セット 

セット 

時計がスタートし、2
秒後に表示が暗くな
ります。 

● 正確に時刻を合わせるには
テレビの時刻表示や電話の時報サービス等を利用してくだ
さい。

● 停電や電源コードが抜いてあったときは

● 電源「入」で時刻を合わせ直すには
電源を入れたあと、タイマー/時刻合せボタンを押して現在
時刻の表示を選び、合わせ直します。

時刻表示が点滅に戻ります。このよ
うなときは、左記 1～ 2の操作で時
刻を合わせ直してください。

長時間電源コードを抜いておくと、
　　　　 の点滅に戻ります 

〈お知らせ〉
● 現在時刻を合わせていないときや停電があったときは、
DAILY TIMERとONCE TIMER表示にはなりません。

●「分」表示を合わせているとき訂正ボタンを押すと、「時」表示
の点滅に戻せます。「時」表示を修正するとき使うと便利です。

モード 
表示 

現在時刻 （「時」表示が点滅） 

この表示を選び 
時刻を合わせ直す 

デイリー 

ワンス 

タイマー タイマー 
/時刻合せ 
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5 ジョグダイヤルaセットボタンで
タイマーの終了時刻を合わせる

3 セットボタンを押す

タイマーの使いかた ー番号順に操作します。ー

タイマー再生（目覚まし再生）

2 タイマー／時刻合せボタンでタイマーの
モードを選ぶ（DAILY TIMERまたはONCE TIMER）

1 電源ボタンを押して電源を入れる

3

4・521
XU-D400 MK2   MD-CD  COMBINATION DECK

CD

CD

MD CD

　 SP LP2 LP4

2CD

CD 3

1CD PLAY & EXCHANGE
3-CD

ランプ消灯 

電源 

スタンバイ 

オン/スタンバイ 
・選ばれている本機のモードが
表示されます。

モード 
表示 

現在時刻 

・押すごとに 
　変わります。 

：毎日タイマー 
　が作動します。 

：1回限り作動 
　します。 

：（「時」表示が点滅） 

デイリー 

ワンス 

タイマー 

タイマー 
/時刻合せ 

・タイマー再生のときa 
・タイマー録音のときa

使いかたの例 

開始時刻が点滅 セット 

4 ジョグダイヤルaセットボタンで
タイマーの開始時刻を合わせる
（「24時間表示」方式です）

②押すa

④押すa

① に合わせ… 

③ に合わせ… 

終了時刻が点滅 

戻すとき 時刻を 
進めるとき 

セット 

セット 

例：午前7時15分に開始のとき 

②押すa

④押すa

① に合わせ… 

③ に合わせ… 

点滅 

戻すとき 時刻を 
進めるとき 

セット 

セット 

例：午前8時15分に終了のとき 

〈お知らせ〉
● タイマー予約をする前に、現在時刻を正しく合わせておいて
ください。a 43 ページ参照

●「分」表示を合わせているとき訂正ボタンを押すと、「時」表示
の点滅に戻せます。「時」表示を修正するとき使うと便利です。

● タイマー設定の操作中は、MDやCDの操作はできません。

45

46

ページ「タイマー再生」または 

ページ「タイマー録音」へ続く 

4 セットボタンを押す
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時
計
・
タ
イ
マ
ー
を
使
う

7 聞きたいモードにし、MDまたはCD
を入れる

8 電源ボタンを押して電源を切る

44 ページより続き（ 表示が点滅中に…）

DAILY TIMER再生に 
設定したとき 

DAILY

セット 

● MDのとき 

聞きたいMD 
を入れておく。 

MD CD

● CDのとき 

聞きたいCDを 
CD1～CD3に 
入れておく。 

ランプ点灯 

電源 
オン/スタンバイ 

スタンバイ 

タイマー予約の内容が
1回表示され、モード
表示に戻ります。

・ が点滅するときは、ジョグダイヤルを回して
の点滅を選びます。

・表示窓に現在時刻とタイマー表
示 DAILY が表示されます。
（DAILY TIMERを選んだとき）

● 接続しているレシーバー等のソースを本機に合わせ、音量
を適度に調節しておきます。タイマーも本機のタイマーの
動作時刻に合わせておきます。

●タイマー予約の確認
電源を入れ、タイマー/時刻合せボタンを
押してタイマーのモードを選びセットボ
タンを押します。
押すごとに
「開始時刻」a「終了時刻」a「タイマー
再生（または録音）のモード」が表示され、
さらに1回自動で表示されます。
元のモードの表示に戻ると終わりです。

●タイマー動作の取り消し
電源を入れ、タイマー/時刻合せボタンを
押してタイマーのモードを選び訂正ボタ
ンを押します。
タイマー表示（ DAILY または ONCE ）が
消えて取り消されます。

・セットボタン 
　を押す 

セット 

訂正 

6 セットボタンを押す

● 予約した開始時刻になると電源が入りディスクの情報を読
み取ったあとタイマー再生が始まり、終了時刻で本機の電
源が切れます。
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8 録音用のMDを入れ、録音ポーズボタ
ンで録音モードを選ぶ

7 ジョグダイヤルで録音ソースを選び
セットボタンを押す

タイマーの使いかた（つづき）　ー番号順に操作します。ー

タイマー録音（他の機器の音を留守録音）

44 ページより続き（ 表示が点滅中に…）

● 予約した開始時刻になると、電源が入りディスク情報（約
10秒）を読み取ったあと録音がスタートします。終了時刻
で本機の電源が切れます。開始時刻は1分程度余裕を取っ
てください。
ONCE TIMERの場合、1回動作が終了すると、タイマーの
予約は取り消されます。

6 ジョグダイヤルで「REC?」を選び
セットボタンを押す

②押す。a①　 　　　を選び… 

戻すとき 進めるとき 

セット 

右方向に回したとき 

：光デジタル 
　入力 

：ライン入力 
　（アナログ） 

：マイク入力 
　（アナログ） 

タイマー予約の内容が1回
表示され、モード表示に戻
ります。 

ソース オプチカル 

ONCE

ONCE TIMER録音に設定したとき 

セット 

ランプ点灯 

電源 
オン/スタンバイ 

スタンバイ 

・ラベル面を上にし、sまたはaの表示に従って入れる。

・録音ポーズボタンを押すごとに

SP LP2 LP4

が選べます。

9 電源ボタンを押して電源を切る

・表示窓に現在時刻とタイマー表
示（ ONCE ）が表示されます。
（ONCE TIMERを選んだとき）

〈お知らせ〉
● デジタル入力でタイマー録音がスタートしたとき、デジタル
信号の入力がないときは、「DIGITAL IN UNLOCK」がスク
ロール表示され録音されません。

● BS放送などをタイマー録音する場合、タイマーの開始時刻・
終了時刻を予約するときは、あらかじめ希望する放送局が正
しく受信できるか確認しておいてください。

● 停電や電源コードが抜いてあったときは、正しい時刻にタイ
マーが動作しません。
このようなときは、時計を合わせ直してからタイマー予約を
し直してください。

● 接続したソース機器のタイマーを、本機のタイマーの動作
時刻に合わせておきます。
（マイク入力の場合は、本機にマイクを接続しておきます）
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知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

コンピュリンク機能について
コンピュリンクとは コンピュリンクの種類の見分けかた

製品背面の端子に表示され
ています。
たとえば、

COMPU LINK-3
SYNCHRO

と表示されている製品は、
コンピュリンク3に対応し
ています。

単品コンポーネントでありながら、一体型コンポのような簡
単操作を可能にしたのが、コンピュリンク･リモート･コント
ロール･システム（略称：コンピュリンク）機能です。

COMPU LINK-3
SYNCHRO または

COMPU LINK-1
SYNCHRO 端子を持つ

当社の各機器を相互に接続することにより、簡単操作が実現
できます。

当社製品のコンピュリンクには、「コンピュリンク3」と「コ
ンピュリンク1」があります。コンピュリンク3は、コンピュ
リンク1に一部の機能を追加したもので、互換性があります。

接　続

アンプ CD 
プレーヤー 

カセットデッキ 
TD-W603MK2 
など 

MD-CDコンビ 
ネーションデッキ 
XU-D400MK2

別売りの接続コード（CN-120A） 

シンクロ録音

ソースの再生開始に同期して録音が自動的に開始します。

操作のしかた

1. CDプレーヤーにCDを入れる
・プログラム順に録音したいときは、プログラムする。

2. 本機に録音用MDを入れ、本機のモードを「MD」にする

3. デジタルボタンを押す（デジタル接続のとき）
・アナログ接続のときはラインボタンを押す。

4. 録音ポーズボタンを押す
・必ず停止状態から操作してください。

5. 録音ポーズボタンを押して録音モードを選ぶ

・押すごとに
SP LP2 LP4

が選べます。

6. CDプレーヤーのPLAYボタンを押す
・CDの演奏と本機の録音が自動的にスタートします。

● 本機でシンクロ録音する

 
・CDプレーヤー 

・MD-CDコンビ 
　ネーションデッキ 
　XU-D400MK2

ソース機器 録音する側の機器 

シンクロ録音 

例：CDプレーヤー a MD-CDコンビネーションデッキ（本機） 

コンピュリンク-3 
シンクロ 

～～～～～～～～～～～～～

操作のしかた

● 本機の音をカセットデッキでシンクロ録音する

1. 本機に演奏用のCD（またはMD）を入れ、本機のモードを
「CD」（または「MD」）に切換える

2. カセットデッキの録音（○）と一時停止（J）ボタンを押して
録音・一時停止にする
・必ず停止状態から操作してください。

3. 本機の -/ Jボタンを押す
・CD（MD）の演奏とカセットデッキの録音が自動的にス
タートします。
・本機がMIX プログラム演奏のモードになっていると、
CD（MD）をプログラムした順に録音できます。

～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～

〈お知らせ〉
● 本機背面のモードスイッチをMDに切換える
と、コンピュリンク上の働きはMDデッキに
なります。
本機は他のカセットデッキにCD（または
MD）のシンクロ録音ができます。

モードスイッチの切換えは、必ず電源コードをコンセント
から抜いてから行なってください

モード 
MD TD

● 本機のモードが「MD」になっていないとシンクロ録音
にはなりません。

● 他のカセットデッキから本機へのシンクロ録音はできま
せん。

ご注意

〈お知らせ〉
● 本機背面のモードスイッチがTDのときは、カセットデッキ
とのコンピュリンク動作はできません。カセットデッキと組
み合わせて使うときは、MDに切換えてください。

モードスイッチの切換えは、必ず電源コードをコンセント
から抜いてから行なってください
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CDについて MDについて
CDの取り扱いかた

● ケースからの出し入れ

センターホルダーを押さえ 

演奏面（虹色に光っている面）に 
触れないように持って出す。 

文字のある面を上にして… 

上から押さえて入れる。 

● 文字のある面に のマークが入っているCDをお使いく
ださい。

● ハートや花などの形をしたシェイプCD（特殊形状のCD）
は、絶対に使用しないでください。故障の原因となります。

● CDを保管するときは、必ず専用ケースに入れて保管してく
ださい。

● CDにテープやシールなどを貼ったり字を書いたりしないで
ください。

● CDは曲げないでください。

CDのお手入れ

演奏する前に、演奏面についたほこりやゴミ、指紋などを柔
らかい布でふきとってください。
必ず内側から外側にふいてください。

必ず内側から外側へ 連続したキズは音飛びの 
原因となります。 

●
・・

文字のある面にセロハンテープやシールなどののりがつい
ているときは、よくふき取ってからお使いください。

● シンナーやベンジン、アナログレコード用のクリーナーな
どは絶対に使用しないでください。

MDの取り扱いかた

シャッターは開けないで
シャッターは開かないようにロックされています。無理に開け
ようとするとディスクがこわれます。

置き場所に気をつけて
次のようなところには置かないでください。
・直射日光が当たるところや車の中など温度の高いところ
・風呂場など湿気の高いところ
・海辺や砂場など、砂ぼこりが多いところ
ディスクが反ったり、汚れやキズなどで使えなくなる原因とな
ります。

定期的にお手入れを
カートリッジにほこりやゴミがついたときは、乾いたやわらか
い布でふき取ってください。

大切な録音を消さないために

録音用MDには、大切な録音を間違って消さないための、誤
消去防止つまみがついています。録音や編集が終わったら、
カートリッジ側面の誤消去防止つまみをスライドさせ開いた
状態にしておきます。新しく録音や編集をしなおすことがで
きなくなります。録音や編集をしなおすときは、閉じた状態
に戻してください。

録音・編集するには 
つまみを閉じる 

誤って消してしまわ 
ないようにつまみを 
開く（消去防止） 

誤消去防止つまみ 

おもて面 

〈お知らせ〉
● 曲名などを記入したラベルは、指定以外の位置には貼らない
でください。万一、ラベルエリアよりはみ出したり、はがれか
かったままMDを挿入すると、故障の原因となります。

● MDはuなどの矢印に従って
正しく入れてください。
間違った方向で挿入すると、
故障の原因となります。

ラベル面 矢印 
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MDの技術解説

カートリッジのはたらき

MD-80使用で80分の再生または録音ができます。

 
ディスク 

カートリッジ 

シャッター 

ディスク自体の直径は、8センチＣＤよりも小さな64mm。
このディスクがカートリッジの中に収められています。カー
トリッジの大きさも、68×72mm、厚さ5mmのポケット
サイズ。持ち運びや収納がとてもラクです。また、カートリッ
ジに守られているのでほこりやゴミがつきにくく、しかも、使
用中のとき以外は閉じているシャッターのおかげで、ディス
クにキズや指紋をつける心配もありません。取り扱いがたい
へん手軽です。

2種類のディスク

MDには、録音できる「録音用MD」と再生しかできない「再
生専用MD」との2種類のディスクがあります。再生のしか
たは、どちらのディスクも、レーザー光を照射しその反射に
よって信号を読み取るという同じ方式ですが、記録のしかた
が異なります。

再生専用ＭＤ
市販のMDソフトに使用されているタイプです。録音はでき
ません。ＣＤと同様、ピットと呼ばれる小さなくぼみの有無
でデータが記録されています。このような記録方式のディス
クを「光ディスク」といいます。

SOUND

再生専用MD

録音用MD

アダプティブ トランスフォーム アコースティック コーディング

ATRAC（Adaptive Transform Acoustic Coding）

音の中には、実際にはよく聴こえない音が混ざっています。
例えば、音が小さいときは低音や高音は聴こえにくくなりま
す。また、大きい音と同時または直後に小さい音が鳴っても
その音は聴こえません。MDでは、〔ATRAC (Adaptive
Transform Acoustic Coding)〕という技術を使って、こ
うした人間の聴感特性に基づき音を取捨選択することにより
データを小さく圧縮しています。この技術により、記録する
データは元のデータの約1/5の量になり、小さなMDにも
収めることが可能となりました。さらにATRAC3の場合、
LP2で元のデータの約1/10、LP4で約1/20に圧縮しス
テレオ長時間録音を可能にしています。

0

+20

-20

-40

-60

(dB)

20 50 100 500 1k 5k 15k10k
(Hz)

→ 

→ 

音の高低と耳の感度 
低い 音の高低 高い 

耳の感度 

にぶい 

するどい 

音飛びガードメモリー

ＭＤを再生する場合、振動で音が飛ばないように、再生する
曲のデータをメモリーにいったん蓄えておく機能「音飛び
ガードメモリー」が働いています。この機能により、振動で
ディスクの信号が光レーザーで読み取れなかった場合に「音
飛びガードメモリー」のデータがあるので、実際に聞こえる
音は途切れません。

→
 

→
 

→ 

通常の再生時 

光ピックアップ 

音飛びガード 
メモリー 

STOP

デコー
ダー 

振動したとき 

デコー
ダー 

ユーザー テーブル オブ コンテンツ

UTOC（User Table of Contents）

録音用MDには、曲の内容とは別に、「目次（UTOC)」があ
ります。これは、各曲が記録されている位置、曲の区切り、曲
順などが記録されていて、この目次を見ることで、頭出しな
どが素早くできます。また、編集のときは、この「目次
（UTOC)」を変更するだけで、曲の内容を録音し直す必要が
ありません。

UTOC

曲の内容 

もくじ 
1.あの曲…５ページ 
2.この曲…６ページ 
3.その曲…10ページ 

… 

録音用ＭＤ
自分で録音することのできる、いわゆる「生ＭＤ」です。何
度も録音しなおせるように、加工しやすい磁気によってデー
タが記録されます。レーザー光をあてて熱することにより磁
気を消し、そこに磁気ヘッドで記録していきます。このよう

マグネット オプティカル

な記録方式のディスクを〔光磁気(MO：Magneto Optical)
ディスク〕といいます。
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MDとしての制約
MDは、従来のカセットテープやＤＡＴとは異なる独自な方式で情報を記録しています。このMDの記録方式にはいくつかの制約
があるため、次のような症状がでる場合があります。これらの症状は、製品の故障ではありません。あらかじめご了承ください。

症　　　　　状

MDに表示された収録可能時間を使い切ってい
ないのに、「DISC FULL」が表示される。

曲番号や収録可能時間にも余裕があるのに
「DISC FULL」が表示される。

JOIN機能が、使えないことがある。

曲を消しても残り時間が増えない。

早送り、早戻しをすると、音が途切れることが
ある。

録音した時間と残り時間を足しても、MDに表
示された収録可能時間にならない。

原　　　　　因

MDは、時間に関係なく、録音できる曲数に制限があります。曲番号が255
以上になる録音はできません（最大録音曲数は254曲）。

部分的に消して録音しなおす操作をくりかえすと、ディスクのあちらこちらに
空き部分ができます。このようなディスクに録音すると、MDには１曲のデー
タが空き部分にこまかく分けて記録されます。録音中、分けられた部分が多く
なると｢DISC FULL｣が表示されることがあります｡分けられてデータの長さ
が８秒以下の部分ができると、その曲は、JOIN機能でつなげないことがあり
ます。また、その部分を消しても残り時間が増えません。こまかく分けて記録
されている曲は、早送りや早戻しすると音が途切れることがあります。

MDは、最低でも12秒間（SP：標準モード時）の連続したスペースがない
と録音できません。そのため、短い空き部分のたくさんできたMDは、実際
に録音できる時間が短くなります。

シリアル コピー マネージメント システム

デジタル録音のきまり（SCMS）
ＣＤからデジタル信号のままデジタル録音したMDには、著作権などへの配慮から、次のような決まりがあります。

シリアル コピー マネージメント システム

SCMS（Seriai Copy Management System）

MDは、ＣＤのクリアな音をデジタル録音することができま
す。ただし、こうして録音されたMDを他のMDに再びデ
ジタル信号のまま他の機器でコピーすることはできないよう
になっています。つまり、｢コピーのコピー｣をつくることは

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほか
は、著作権法上権利者に無断で使用できません。なお、
この商品の価格には、著作権法の定めにより、私的録音
補償金が含まれております。

■私的録音補償金についてのお問い合わせ先：
　　　　社団法人　私的録音補償金管理協会
　　　　電　　話　03-5353-0336（代）

できません。この決まりをSCMS(シリアル･コピー・マネー
ジメント・システム)といいます。
本機は、この決まりに準拠して設計されています。

〈お知らせ〉
● 本機を使ってＣＤの音をデジタル録音したＭＤは、他の機器
でデジタルコピーすることはできません。

DIGITAL
OK

DIGITAL
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MDのメッセージ
メッセージ 意　　　味 処　　　置 

MD BLANK DISC

 
 

CANNOT JOIN

DISC 
PROTECTED

EMERGENCY 
STOP

SCMS CANNOT 
COPY

NON AUDIO 
CANNOT COPY

 
 

DISC FULL

PLAYBACK DISC

DISC ERROR

MD NO DISC

何も録音されていないMDが入っている。 新しく録音するとき以外は、他の録音済

みのMDと取り換えてください。 

ジョインできないトラックをつなげようと

した。 

8秒以下の短い曲をつなげようとした。 

MDのシステム上の制約です。 

　　  ページ参照 

MDの空き時間が足りない。 

曲番号が254を超えている。 

（254曲まで録音可能） 

録音中に異常が発生した。 ■(停止)ボタンでいったん停止してから

操作しなおしてください。 

CD-ROM（ビデオCDなど）をデジタル

ダビングしようとした。 

録音を中止してください。 

デジタル録音したソースをデジタル録音

しようとした。 

アナログ録音にする。 

TRACK 
PROTECTED

トラックプロテクトがかかっている。 本機では解除できません。プロテクトを

かけたときの機器で解除します。 

再生専用MDに録音・編集しようとした。 録音用MDと取り換えてください。 

MDが誤消去防止状態になっている。 MDの誤消去防止つまみをずらし、穴の

閉じた状態にする。 

MDが異常（損傷している）。 MDを取り換える。 

他の録音用MDと取り換えてください。 

MDが入っていない。 MDを入れてください。 
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故障かな？と思う前に
症　　　状 原　　　因 処置・確認のしかた 参照ページ 

音が出ない。 
・録音されていないMDが入っている。 
　（「MD BLANK DISC」が表示される） ・曲が録音されているMDと交換する。 

表示窓の時刻表示が点滅している。 
・停電があったため。 
　または電源コードを抜いたため。 

・時計合わせやタイマーの予約をし 
　直す。 

演奏が始まらない。 

・CDが裏返しに入っている。 
・文字のある面が上になるように正 
　しく入れる。 

・寒い所から暖かい所に急に移動し 
　たため、レンズに露がついている。 

・電源を入れたまま、約1～2時間 
　待つ。 

特定の箇所が正常に演奏できない。 ・CDにキズがある。 ・CDを交換する。 

CDの取出しができない。 ・チャイルドロックに設定してある。 
・電源「切（スタンバイ）」のとき■（停止） 
 ボタンを押しながらCD1の　 ボタン 
 を同時に押して解除する。 

入れたMDが出てきてしまう。 ・MDの入れかたが不完全なため。 
・自動的に中に引き込まれるところ 
　まで軽くMDを押して入れ直す。 

MDが入らない。 
・すでにMDが入っている。 

が表示されています。 MD

・　（MD取出し）ボタンを押して 
　MDを取り出してから別のMDを入 
　れる。 

録音ができない。 
・MDが誤消去防止状態になっている。 
　（DISC PROTECTEDが表示される） 

・MDの誤消去防止つまみをずらし、 
　穴の閉じた状態にする。 

演奏が始まらない。 
・寒い所から暖かい所に急に移動し 
　たため、レンズに露がついている。 

・電源を入れ、約1～2時間待つ。 

タイマーがスタートしない。 

・現在時刻が合っていない。 ・正しい時刻に設定し直す。 

・タイマー表示（　）が表示されてい 
　ない。 

・タイマー/時刻合せボタンを押してDAILY 
　TIMERまたはONCE TIMERを選び、セット 
　ボタンを押してタイマー予約を設定する。 

リモコン操作ができない。 

・リモコンの乾電池が消耗している。 ・新しい乾電池（単3形）と交換する。 

・リモコン受光部に直射日光などの 
　強い光が当たっている。 

・直射日光や照明器具などの強い光 
　が当たらない所で操作する。 

・ 

・ 

・ 
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ーおや？故障かな？と思ったら…
　修理に出す前にもう一度お確かめください。－

●上記の処置をしても正しく動作しないときは
本機はマイコンの働きで、多くの動作を行っております。
万一どのボタンを押してもうまく動作しないときは、一度電源コードを外し、しばらく待ってからつなぎ直してください。
そのあと時計合わせやタイマー予約をし直してください。

〈お知らせ〉
● 大切な録音の場合は、必ず事前に試し録音をして正常に録音
できることを確認してからお使いください。

● 本機の故障または不具合等により録音、再生およびCDの演
奏などにおいて利用の機会を逸したために発生した損害等
の補償については、ご容赦ください。
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保証とアフターサービス（必ずお読みください）

● 別売りアクセサリーはお買い上げの販売店でお求めください。

保　証　書（別添） 

 

保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取りください。
「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめのうえ、
記載内容をよくお読みの後、大切に保管してください。 

保 証 期 間  

お買い上げの日から１年間 

修理に関するご相談やご不明な点は 

修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げの販売店または　　ページの「ビクターサービス窓口案内」を
ご覧のうえ最寄りのサービス窓口にお問い合わせください。 

修理を依頼されるときは 出張修理 

　　ページの「故障かな？と思う前に」に従ってお調べください。それでも異常のあるときは、使用を中止し、お買い上げ
の販売店に修理をご依頼ください。このとき不具合の発生したCDやMDなどのメディアも一緒にご用意ください。 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。 

修理すれば使用できる製品については、お客様のご要望
により有料で修理させていただきます。 

補修用性能部品の最低保有期間 

MD-CDコンビネーションデッキの補修用性能
部品の最低保有期間は、製造打切り後８年です。 
 
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため
に必要な部品です。 

保 証 期 間 中 は  保証期間が過ぎているときは 
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別売アクセサリー 

・ヘッドホン ： HP-D7 

・接続コード ： CN-160G（RCAピンコード） 
 　 CN-120A（コンピュリンク端子用） 

・MDレンズクリーナー ： CL-MDA

・CDレンズクリーナー ： CL-CDLA 

・光デジタルケーブル ： XN-110SA（1m） 

・ボーカルマイク ： MV-K15 
  MV-K8-B

便利メモ 

お買い上げ店名 
　（　　      ）　   　    －　　　　　 

お買い上げ日  

 

お客様の個人情報のお取り扱いについて 

ご相談窓口におけるお客様の個人情報につきましては、日本ビクター株式会社およびビクターグループ関係会社（以下、当社）にて、
下記のとおり、お取り扱いいたします。 
¡ お客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認連絡に利用させていただきます。 
¡ お客様の個人情報は、適切に管理し、当社が必要と判断する期間保管させていただきます。 
¡ 次の場合を除き、お客様の同意なく個人情報を第三者に提供または開示することはありません。 
1上記利用目的のために、協力会社に業務委託する場合。当該協力会社に対しては、適切な管理と利用目的外の使用をさせない措置をとります。 
2法令に基づいて、司法、行政またはこれに類する機関から情報開示の要請を受けた場合 

¡ お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。 
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ビクターサービス窓口案内（ビクターサービスエンジニアリング株式会社）

ビクター製品のアフターサービスはお買い上げの販売店へご相談ください 
ご転居等で保証書記載のお買い上げ販売店にアフターサービスをご依頼になれない場合は、最寄りの「ご相談窓口」にご相談ください。 

窓  口  名 都道府 
県名 

 
 

北海道 
 
 
 
 
 
 
青　森 
 

岩　手 
 
 
秋　田 
 
宮　城

 
山　形 
 
福　島

 
 
 
 

群　馬
 

 
栃　木 
茨　城 
 
 
 

千　葉
 

 
 
 
 
 
 
 
東　京 
 
 
 
 
 
 
埼　玉 
 
 
 
 
 
神奈川

 
 
 
山　梨 
 
新　潟 
 

長　野
 

 
 
 
 
静　岡 
 
 
愛　知 
 
岐　阜 

三　重 

札幌市厚別区厚別東五条1-2-29 
旭川市神居二条3-2-15 
北見市山下町4-7-19 
釧路市松浦町3番3号 
帯広市東6条南12-11 
函館市五稜郭町4-16函館五稜郭MFビル1F 
 
 
青森市桂木4-6-17 
八戸市諏訪2-2-36 
弘前市高田1-13-1 
盛岡市津志田西2-3-20 
水沢市天文台通り3-12 
秋田市山王中園町4-1 
大館市美園町5-6 
横手市赤坂字大道向3-6 
仙台市若林区六丁の目西町7-13 
山形市松山3-12-18 
酒田市亀ヶ崎6-6-1 
郡山市堤1-3 
いわき市内郷御台境町鶴巻6-1 
 
 
前橋市大渡町1-10-1 
日本ビクター（株）前橋工場第二棟1F 
宇都宮市東宿郷3-5-22 
水戸市元吉田町1030　 
日本ビクター（株）水戸工場技術棟1F 
 
浦安市当代島2-13-27 
 
千葉市中央区中央3-9-16 三井生命千葉中央ビル1F 
柏市豊四季512-10-67 
浦安市当代島2-13-27 
 
浦安市当代島2-13-27 
 
文京区本郷3-14-7 ビクター本郷ビル1F  
練馬区豊玉南1-19-1 
大田区池上二丁目8-10 プラムビル1F 
八王子市大和田町2-9-6 
 
墨田区八広五丁目11-1 
 
浦安市当代島2-13-27 
 
さいたま市北区東大成町2-658-1 
行田市城西2-7-39ツインハイツ石山B 
 
浦安市当代島2-13-27 
 
横浜市中区翁町1-3-1 
相模原市古淵3-7-4 
海老名市東柏ヶ谷6-19-26 
甲府市湯田2-11-5 
新潟市明石1-2-19 
長岡市下下条2-1366-1 
 
長野市川合新田962-1 
松本市庄内2-4-21 
 
 
静岡市駿河区中田本町62-31 中田ビル1F 
沼津市筒井町6-5 
浜松市北島町785 
西春日井郡西春町九之坪鴨田121-1 
岡崎市葵町2-23  宝ビル101号室 
豊橋市多米東町１-1-1 
岐阜市宇佐南3-1-28 
四日市市堀木2-15-2 
津市大字藤方485-18 
 

(011)898-1180 
(0166)61-3659 
(0157)25-8557 
(0154)24-0797 
(0155)24-4493 
(0138)52-5324 
 
 
(017)723-2261 
(0178)44-4521 
(0172)28-0165 
(019)637-0121 
(0197)22-2773 
(018)824-3189 
(0186)43-0980 
(0182)32-8873 
(022)287-0151 
(023)642-0279 
(0234)26-7145 
(024)952-6331 
(0246)27-7991 
 
 
(027)255-5921 
 
(028)638-1639 
(029)246-1560 
  
 
(03)5803-2888 
 
(043)202-0263 
(04)7175-4322 
(047)353-6189 
 
(03)5803-2888 
 
(03)5684-8254 
(03)3993-7520 
(03)5748-3701 
(0426)46-6914 
 
(03)5631-2235 
 
(03)5803-2888 
 
(048)654-5241 
(048)553-5105 
 
(03)5803-2888 
 
(045)651-0403 
(042)776-2052 
(046)234-4500 
(055)237-4016 
(025)242-3431 
(0258)24-8391 
 
(026)221-6583 
(0263)25-9165 
 
 
(054)282-4141 
(055)922-1557 
(053)421-3441 
(0568)25-3235 
(0564)25-0321 
(0532)64-0815 
(058)274-1947 
(0593)52-0841 
(059)229-7780

札　　幌 S.C. 
旭　　川 S.C. 
　北　見 S.S. 
　釧　路 S.S. 
　帯　広 S.S. 
　函　館 S.S. 
 
 
青　　森 S.C. 
　八　戸 S.S. 
　弘　前 S.S. 
盛　　岡 S.C. 
　水　沢 S.S. 
秋　　田 S.C. 
　大　館 S.S. 
　横　手 S.S. 
仙　　台 S.C. 
山　　形 S.C. 
　酒　田 S.S. 
郡　　山 S.C. 
　いわき S.S. 
　 
 
前　　橋 S.C. 
 
宇 都 宮 S.C. 
水　　戸 S.C. 
　 
【出張修理専門】のご相談窓口 
東日本コールセンター 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
千　　葉 S.C. 
     柏　  S.C. 
　浦　安 S.S. 
【出張修理専門】のご相談窓口 
東日本コールセンター 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
本　　郷 S.C. 
練　　馬 S.C. 
大　　田 S.C. 
八 王 子 S.C.  
【業務用機器専門】のご相談窓口 
CSセンター 
【出張修理専門】のご相談窓口 
東日本コールセンター 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
大　　宮 S.C. 
　熊　谷 S.S. 
【出張修理専門】のご相談窓口 
東日本コールセンター 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
横　　浜 S.C. 
相 模 原 S.C. 
横　　浜 T.C.  
　甲　府 S.S. 
新　　潟 S.C. 
　長　岡 S.S. 
　 
長　　野 S.C. 
　松　本 S.S. 
 
 
静　　岡 S.C. 
　沼　津 S.S. 
　浜　松 S.S. 
名 古 屋 S.C. 
三　　河 S.C. 
　豊　橋 S.S.  
　岐　阜 S.S. 
　三　重 S.S. 
　津　    S.S. 
 

北　海　道 北　　　陸 

近　　　畿 

中　　　国 

四　　　国 

T  E  L 所  　  在    　地 窓  口  名 都道府 
県名 T  E  L 所  　  在    　地 

東　　　北 

関　東・甲　信　越 

九　州・沖　縄 

東　　　海 
所在地、電話番号が変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。      0106

●略号について S.C.はサービスセンターの略称です。 
 S.S.はサービスステーションの略称です。 
 T.C.はテクニカルセンターの略称です。 

富　山 
石　川 
福　井 
 
 
滋　賀 
 

京　都
 

 
 
京　都 
北　部 
 

奈　良
 

 
 
 
 
 

大　阪
 

 
 
 

和歌山
 

 
 
兵　庫 
中東部 
 
兵　庫 
西　部 
 
 
岡　山 

広　島
 

 
 
山　口 
 
島　根

 
鳥　取

 
 
 
香　川 
徳　島 
高　知 

愛　媛
 

 
 
 

福　岡 
佐　賀

 
 

長　崎
 

 
大　分 
熊　本 

宮　崎
 

 
鹿児島 
沖　縄 
 

　富　山 S.S. 
金　　沢 S.C. 
　福　井 S.S. 
 
 
　滋　賀 S.S. 
【出張修理専門】のご相談窓口 
西日本コールセンター 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
京　　都 S.C. 
　福知山 S.S. 
 
【出張修理専門】のご相談窓口 
西日本コールセンター 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
　奈　良 S.S. 
【出張修理専門】のご相談窓口 
西日本コールセンター 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
大　　阪 S.C. 
　堺 　   S.C. 
【業務用機器専門】のご相談窓口 
メンテナンスセンター 
　和歌山 S.S. 
　田　辺 S.S 
【出張修理専門】のご相談窓口 
西日本コールセンター 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
神　　戸 S.C. 
　姫　路 S.S. 
 
 
 
岡　　山 S.C. 
広　　島 S.C. 
　福　山 S.S.　    
山　　口 S.C. 
　徳　山 S.S. 
　 
松　　江 S.C. 
　鳥　取 S.S. 
 
 
高　　松 S.C. 
　徳　島 S.S. 
　高　知 S.S. 
松　　山 S.C. 
　宇和島 S.S. 
 
 
福　　岡 S.C. 
　久留米 S.S. 
北 九 州 S.C. 
長　　崎 S.C. 
　佐世保 S.S. 
大　　分 S.C. 
熊　　本 S.C. 
　宮　崎 S.S. 
　延　岡 S.S. 
鹿 児 島 S.C. 
沖　　縄 S.C.

(076)425-2397 
(076)269-4821 
(0776)53-6916 
 
 
(077)582-5812 
 
(06)6304-5731 
 
(075)644-0247 
(0773)22-8664 
 
 
(06)6304-5731 
 
(0742)35-0935 
 
(06)6304-5731 
 
(06)6304-5731 
(072)254-2881 
 
(06)6304-6715 
(073)472-6799 
(0739)22-9976 
 
(06)6304-5731 
 
(078)252-0562 
(0792)34-3833 
 
 
 
(086)243-1566 
(082)243-9839 
(084)931-6984 
(083)973-3708 
(0834)27-1331 
 
(0852)31-8900 
(0857)23-2151 
 
 
(087)866-1200 
(088)622-7387 
(088)882-0546 
(089)923-0372 
(0895)20-1018 
 
 
(092)431-1261 
(0942)39-3495 
(093)921-3981 
(095)862-5522 
(0956)33-5568 
(097)543-1422 
(096)353-4536 
(0985)24-5401 
(0982)35-7077 
(099)282-8818 
(098)898-3631 
 
 
 
 

富山市二口町四丁目 1-3 
金沢市新保本四丁目65-17 
福井市西開発3-211 
 
 
守山市浮気町268 
 
大阪市淀川区田川2-4-28 
 
京都市伏見区深草下川原町31-1 
福知山市厚東町145-2 
 
 
大阪市淀川区田川2-4-28 
 
奈良市大宮町6-3-10藤本ビル1F 
 
大阪市淀川区田川2-4-28 
 
大阪市淀川区田川2-4-28 
堺市百舌鳥梅町3丁目21-2 伊助ハイツ 
 
大阪市淀川区田川2-4-28 
和歌山市太田430-8 
田辺市湊1581-12 
 
大阪市淀川区田川2-4-28 
 
神戸市中央区磯上通3-2-16 
姫路市中地南町11-1 
 
 
 
岡山市西古松西町8-23 
広島市中区光南3-9-17 
福山市南蔵王町3-5-15 
山口市小郡花園町5-28 
周南市野上町2-35  
 
松江市学園1-16-39 
鳥取市千代水1丁目22-1 
 
 
高松市田村町205-1 
徳島市沖浜2-37 
高知市高須新町4-1-43 
松山市中央1-4-12 
宇和島市坂下津甲407-40 
 
 
福岡市博多区博多駅前4-16-1 
久留米市西町字神浦1-1192 
北九州市小倉北区片野2-15-12 
長崎市城山町9-13 
佐世保市木風町1467-2 
大分市西大道3-1-1 
熊本市近見町8-1-10 
宮崎市霧島町3-59 
延岡市惣領町24-3 
鹿児島市田上七丁目9-8 
宜野湾市真志喜1-13-16
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主な仕様 ー本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。ー

＜CDプレーヤー部＞
形 式
サンプリング周波数
チ ャ ン ネ ル 数
ダイナミックレンジ
Ｓ Ｎ 比
周 波 数 特 性
ス ピ ー ド 調 節

コンパクトディスクデジタルオーディオ
44.1kHz
2チャンネル・ステレオ
92dB（1kHz）
96dB
8Hz～20kHz±1dB（JEITA）
±12%

＜MDレコーダー部＞
形 式
記 録 方 式
録 音 再 生 時 間

サンプリング周波数
音 声 圧 縮 方 式
チ ャ ン ネ ル 数
ダイナミックレンジ
Ｓ Ｎ 比
周 波 数 特 性

ミニディスクデジタルオーディオシステム
磁界変調オーバーライト方式
録音モード SP : 180分

LP2 : 160分 MD80使用時
LP4 : 320分

44.1kHz
ATRAC／ATRAC3（MDLP）方式
2チャンネル・ステレオ
80dB（1kHz、録音・再生）
80dB（録音・再生）
20Hz～20kHz±1dB(JEITA、SPモード）

1日1動作（オン・オフタイマー）
24時間表示

タ イ マ ー 形 式
時 計 表 示

＜タイマー部＞

＜共通部＞
入 力 端 子

出 力 端 子

そ の 他 の 端 子

電 源
消 費 電 力

最 大 外 形 寸 法
質 量

●JEITAは電子情報技術産業協会規格に定められた測定方法による数値
です。

･本機は、ドルビーラボラトリーズの米国及び外国特許に基づく許諾
製品です。

付 属 品

・リモコン（RM-SXUD400R） ……………………… 1
・単3形乾電池（リモコン動作確認用） ……………… 2
・ピンコード …………………………………………… 2
・リモートワイヤー …………………………………… 1

＜アナログ＞
マイク×1、3mV（フルスケール －12dB）
　適合インピーダンス 600Ω～10kΩ
ライン録音×1系統、300mV/50kΩ
（フルスケール －12dB）
＜デジタル＞
オプチカル録音×1
　－23dBm～－15dBm
　サンプリング周波数
　32kHz/44.1kHz/48kHzに対応

＜アナログ＞
ライン再生×1系統、2V/3kΩ
（フルスケール）
ヘッドホン×1、1mW/32Ω
適合インピーダンス　8Ω～1kΩ
＜デジタル＞
オプチカル再生×1
－21dBm～－15dBm

コンピュリンク-3／シンクロ×2
RS-232C×1
メイク接点×12

AC100V（50Hz/60Hz共用）
電源　入（オン）時17W
　　　待機（スタンバイ）時7W
幅435mm×高さ127mm×奥行316mm
約6.1kg



用語索引　－ ボタンについては「各部の名前」（10 ～ 11ページ）をご覧ください。－

ア行

アナログ接続 ……………………………………………… 8

カ行

コンピュリンク …………………………………………… 47

サ行

サンプリングレートコンバーター ……………………… 28

シンクロ録音 ……………………………………………… 47

ステレオ録音モード ……………………………………… 28

タ行

チャイルドロック ………………………………………… 18

デジタル接続 ……………………………………………… 9

トラックマーク …………………………………………… 28

マ行

ミキシング録音 …………………………………………… 33

ハ行

ベストヒット録音 ………………………………………… 28

ラ行

ランダム演奏 ………………………………………… 19 25

リスニングエディト録音 ………………………………… 28

リピート演奏 ………………………………………… 19 25

録音ソース ………………………………………………… 29

ワ行

ワンタッチ録音 …………………………………………… 28

アルファベット

ATRAC …………………………………………………… 49

CDピッチコントロール ………………………………… 17

CD TEXT ………………………………………………… 17

MDLP……………………………………………………… 2

SCMS……………………………………………………… 50

UTOC ……………………………………………………… 49

この取扱説明書は、エコマーク認定の
再生紙を使用しています。

0206 MMHSANSAN©2006 Victor Company of Japan, Limited

ビクター製品についてのご相談や修理のご依頼は、
お買い上げの販売店にご相談ください。

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談ください。

修理などのアフターサービスに関するご相談

ビクターサービスエンジニアリング株式会社
お買い物相談や製品についての全般的なご相談

お客様ご相談センター

　  ページの「ビクターサービス窓口案内」をご覧ください。

ビクターインターネットホームページアドレス　http://www.victor.co.jp/

〒221-8528　横浜市神奈川区守屋町3-12

7 0120-2828-17
携帯電話・PHS・FAXなどからのご利用は

電話（045）450-8950
FAX（045）450-2275　

〒 221-8528  横浜市神奈川区守屋町3-12

フリーダイヤル

日本ビクター株式会社

s ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについては、　  ページをご覧ください。

ご相談や修理は
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